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Ⅰ.は じめ に
著者が水治･理学療法を心掛ける様になってから,早
くも10年を経過した.その間に数多くの患者の治療に当
ったが,特に岡山大学温泉研究所へ赴任してからの5年
間では,都会の一般病院内科で取扱う場合の多かった脳
循環障害後遺症や背筋神経疾患による運動麻原患者以外
に,リウマチ性疾患(炎症性,変性性)その他リウマチ類
似疾患及び種々の心臓,末梢循環障害患者を取扱う機会
が多くなり,現代のような薬物療法のみを主体とする日
本の医学の現状では,解決をみない治療の問題が存在す
ることを知った.
私が忘れられない症例の最初の例は56才の婦人である.
当時肺結核を病み,某病院の隔離病棟に入院中にたまた
ま脳軟化症を併発したが,開放性結核のまま約1年間入
院し,その間に全く右上下肢の運動を行う事が出来なく
なった.その間に,肺結核は病状も好転したので,右半
身完全麻輝のため著者の所属した岡山市内の某病院に送
られて来た.
入院時には,右半身完全麻輝があり,上下肢とも自動
的に微動だもせず,諸関節の強直も著しかった.なんと
かしてこの患者を動けるようにするきっかけを得ようと,
朝昼夕と閑を見ては病床へ出掛けて行って,患者の状態
を観察していた処,入院2日目に,患者に対して無理に
体位の変換を要求したら,患者が患側と反対側の側臥位
へと体位を変換しようと努力した瞬間に,偶然にも患
側上腕が極めて僅か七はあるが内側へ動くような気配を
認めた.そこで約30分位,その運動動作を確認するため
に,同じ動作を繰返させていた処,確かに極めて僅かで
はあるが右上腕の内側への自動運動が存在することを確
めることが出来た.この動作を2･3日繰返して行わせ
ているうちに,確かに肘関節の部位で 1cm位内側へ動
くようになったが,ここで又, これ迄に考えても見なか
った興味ある事実を体験した.即ち患者が白分でおこな
っている自動運動を白覚しないという事実である.自分
の上腕を動かしているにも拘らず,その動きに気がつか
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ない.そこで著者は患者に自分がしている動作を観察さ
せ,暫く自己観察と自動運動を繰り返させた処,数回の
動作の繰り返しの後に,はじめて自分で患側上肢を見な
いでも,それを体側へと意識して移動さす事が出来る様
になった.即ち,命じられた動作が深部知覚運動覚とし
て,大脳皮質に新たに記銘されることを知った.
これが本当の意味での意識下での自動運動の開始であ
る.このような脳循環障害患者にみられる大脳一末梢運
動神経系路の上腕と体幹部筋肉との協同運動に関連して
現われた無意識下の自動運動と,同じ作動運動の意識的
自動運動との解離については,現在リハビリテーション
医学のバイブルともされているRUsK(1958)の著書にも
記載はなく,唯MuscleRe-educationに就いて "Itis
inltiatedassoonasvoluntarymovementsbecome
manifest,usualywithinfourtotendaysafterthe
onset,andshouldbecontinuedaslongasimpro-
vementistakingplace."とのみあり,自然に自動運動
の出来るのを待っている状態であり,自動運動を如何に
して誘導し,現わすかについては全く触れていない.む
しろ著者の云う無意識的筋協同運動で示された自動運動
を意識的白動運動へと転換することにこそ,重大な意味
がある.即ち,リハビリテーション医学に於ける,治療
成績を左右する最も重要な国子は,患者が回復しようと
する積極的な意欲と,それに裏づけられた自動回復訓練
の積み重ねであることについては,今更著者がその経験
から述べるまでもなく,その道の多くの人々の明記する
処であり,又出来るだけ早期よりリハビリテーションを
開始する程,その治療成績が良くなることも現在の常識
である.従って,意識的自動運動の端緒を作る著者の筋
協同運動を利用した,無意識的自動運動から誘導する意
識的自動運動の誘発法は,少くとも脳循環障害による半
身不随のリハビリテーションについては,先ず行われる
べき方法であろう.
実際,その後の経験でも,この点については数多くの
誤った諸家の治療例に相通している.即ち,医師の指導
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によらず,たまたま自力で生活をはじめた患者が,その
患者の世話をする家族や周囲の人々の人手がないために,
自分一人で日常生活を行わなければならないような生活
環境にあった例で,動かない患側が,或いは多少粗大運
動が出来ても,一個の物体として身体に随伴して来るた
めに,健側で患側を支え持って運ぶ動作を覚え,日常の
動作で,例えばベッド上での体位の変換に際して,健脚
或いは健腕で思潮或いは患上肢を持ち上げ,或いはベッ
ドから床上へ降りる場合に,健脚で患脚をベットの列へ
はね落すような動作を行うのがみられる.このために,
何時迄経っても患側の運動練習が出来ず,あげくの果て
には,半年近くも杖を用い,或いは近距離歩行に際して
健脚で跳ねて用を足しているような症例もある.又,上
肢については食事の際茶碗を患側で支える事も出来ずに,
食卓に食器類を並べて食事をする等の不便を我慢してい
る症例もある.以上のように,健側を用いて患側の動作
を補うように記載した著書(PublicHealthServicePub-
1icationNo.596;StrikeBackatStroke)もあるが,此
の著者の意図するところは,1)ハビリテ-ションの初期
より,このような補助動作を行うように教えているので
はなくて,多数の症例の中には高度の痩性麻輝状態のた
めに3ケ月以上も充分に注意し乍ら指導しても,患側で
最低限度の日常動作が行い難い症例もあり,このような
症例に教えるべき介助方法と著者は解釈している.しか
しながら,時にはリハビリテーションの初期からこのよ
うな誤った指導を行なったために,上述のような医師の
指導に依らない状況で,自力回復した患者にみられた状
態を示したまま,再治療を求めて来院され,約1ケ月間
の再訓練により患側をもって最低限度の日常生活を行え
るようになった患者も存在する事を知らなければならな
い.さて,前述の第1例は,その後約半年の入院治療に
より,患側でホークを用いて食事をし,歩行も可能とな
り,家庭内での日常生活は大体可能となって退院した.
最初の例で始めて,関節強直及び諸関節,筋の他動的,
自動的運動時痛が筋肉及び関節闇囲組織の撃縮及び拘
厄に困る事を知り,且つ麻痔筋力に及ぼす重力の影響が
如何に患者の自動運動を妨害しているかを知り,これら
に対して温浴中での他動的,自動的運動練習を積み重ね
る事が大変効果的であり,より一層の運動機能の改善が
行われる事を体験して水治療に興味をいだくようになっ
た.更に著者等(北山等,1964a,b)は,最近日本全体の
200病床以上を有する大病院について,これらの病院が
備えている水治療の設備及びその利用状況を調査し,令
わせて全国の内科医師より,水治療についての考え方や
認識について調査した結果,多くの医師が水治療につい
て知らずに過ごしている事も判ったが,一万では又,こ
稔
れらの人々の大部分が水治療について興味を持って居
り,水治療についての知識を求めている事も判った.こ
のような水治療についての認識不足の原因は,医学教育
の場としての大学で温泉･水治療について教育を行って
いる大学が数少いという事に由来しているようである.
このように日本で温泉･水治療の教育の場がなぜ少いか
についてその理由は不明であるが,実際本論文の巻末に
掲げた欧文文献集録を見ても判るとおり,温泉･水治療
に関する研究論文は,現在でも欧州諸国では,特に温泉
が比較的豊富に存在する諸国では,多くの発表がなされ
ているが,アメリカでは殆んど発表されていない.この
様な事実は,各国での医学の発展の歴史が関係している
ように思われる.現代の薬物治療医学を中心とした医学
の場においても,事実,欧州の著明な国際的温泉治療場
での盛況は温泉･水治療に無関心な多くの医師にとって
一見の価値があり,又,温泉･水治療から発展した一般
都会の綜合病院での水治 ･理学療法の設備とその利用状
況は,日本では一般に知られていない重要な存在であろ
う.そしてこれらの温泉･水治 ･理学療法が現代の進歩
した薬物中心の治療医学の総力を持ってしても,尚,治
す事の出来ない多くの患者に対して,優れた治療効果を
挙げている事実も亦石定できない.
本論文を善くに至った動機は,今迄記載したような著
者の体験と治療医学の現状に於ける温泉 ･水治 ･理学療
法についての認識不足を痛感したからである.本論文が
医学のこの分野に対して,興味をいだいている人々の為
にも,又一万,温泉 ･水治･理学療法の効果とその必要
性について,余り関心のない人々の為にも,多少共参考
になれば辛である.
ⅠⅠ.温泉･水治療は有効であるか
1.史実による考察
温泉･水治療がさまざまな病気の治療に対して有効で
あるという事に反対する医師はいないと思われる.そも
そも温泉･水治療の始まりは,経験的に種々の天然鉱泉
が疾病の治療に用いられたことに始まり,これらは現在
でも,各国,各地方で特に因習習慣として成立し受け継
がれた民間療法の中に古代の原形がある.
我が国では,古来 "湯治"と称せられ近代まで温泉は
専ら療養の目的に供せられていた.例えば,何時の頃か
ら始まったのかその歴史的記載は明らかでないが,栃木
県の那須七湯の一つである単純泉板室(Itamuro)温泉は
〃中風の湯"と呼ばれ,脳循環障害による半身不随の患者
や,動脈硬化症或は高血圧症患者が特に好んで湯治した
もので,これは38oCの微温温泉浴が民間の経験療法と
現代医学の立場からみた温泉･水治 ･珊学療法
して受け継がれた例であり,又,単純泉である山梨県下
部(Shimobe)鉱泉は"信玄公の隠し湯"として名高く,
戦国時代の武将武田信玄が川中島の戦で,上杉謙信のた
めに受けた肩先の傷を,ここで治療Lで快癒したという
史実をもっている.最も古いところでは,佐賀県の嬉野
(Ureshino)温泉は神功皇后が三韓征伐を行った時に戦
傷者を療養せしめたという37oCのアルカリ泉である.
又,古来 "熱の湯"と呼ばれていたものは強食塩泉であ
り,これは好んで神経痛の治療に用いられ,特に坐骨神
経痛や上腕神経痛に利用されていた.又,石川県の芭硝
性苦味泉である山代 (YalTlaShiro)温泉は,明和4年
(1767年)三浦意安の著した "日本温泉雑稿"に"中風,
中気,節,骨の病,或は金癒,打撲等にしるし在り"と
記載きれ,苦から外傷に効果を認めて利用されてきた.
又"舵の湯"と呼ばれたものには,神奈川県の湯河原温泉
や,島根県の温泉津(Yunotsu)温泉のような石膏性苦味
泉もある.又,硫黄泉はSyphilSbadとして知られ,古
莱,梅毒特に変性梅毒に対して有効であるとせられ,戟
が国でも古来"脚気山中,かさ乗韓",東北地方では"脚
気山中,かさ鳴子"と称せられているが,粟津は石川県
にある硫化水素泉であり,鳴子は宮城県にある硫化水素
含有酸性泉である.更に昔草津温泉にあった"脚気の湯"
という浴法は温泉の流れを利用した足浴であり,麻輝し
た下肢に対して温熱と機械刺戟を与えるもので,これは
今日の渦流浴,気泡浴或は浴中圧注法に鞍したものであ
る.その他に古来盛んに行われた天然の温泉圧注法には
"滝の湯"又は"湯滝"と称せられるものがあり,栃木県
の塩原にある須巻(Sumakl)温泉や,群馬県草津の滝の
湯,伊香保温泉や北海道の登別温泉の博の湯等有名なも
のがあり,神経痛,リウマチ,麻揮疾患に用いられてい
た.
温泉の飲用療法は,また古くから我が国でも行われて
いたもので,日本書紀の中に "ござけのいずみ"を飲用
させて多くの病人を治したという記録があり(720年),
文政13年 (1830年)に山東魔京山の著した熱海温泉図柔
に,熱海温泉飲用の記録があり"湯は玲横たること水晶
の如く,大便通ぜざる人-碗を喫すればこころよく通ず
と云う"と記載されている.又,年代不明のものに草津
温泉の "温泉奇効記"があり,その滝の湯の項に "湯は
呑たるよし,しいて呑ば腹中にあたることあり,日にし
たがいて多くのむべし.- ･".又,御座の湯の項には,
"性によりてひけつする事あり,湯本へ至るとその構YgE'U-
つぼのみきりの場をたくさんに呑たるよし,さあればす
こしくあたりて腹あいも涼しくなるべし"等飲用の効果
について述べている.又,元文3年(1738年)に香川修徳
太仲は-本堂菜選続編において温泉の泉質を述べ,"凡
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飲之覚腹巾煩 不潟利者任 看過市濃者悪"と記してい
る.温泉飲用に対する注意としては,寛正3年(1462年)
の日光山中禅寺温泉記,正徳3年(1713年)頃の貝原益軒
の養生訓の中に,又,宝永8年(1711年)の有馬湯山記に夫
々記載されている.[以上は三沢敬義 :温泉療法(1944)
を参考とした.]
ひるがえって欧州でも鉱泉水の医学的応用は古く,古
代GALENOS(2世紀),CaeliusAURELIANUS(4世紀),又,
ビサンテン時代にPAULOSVOnArGINA(7世紀)等の医
師は慢性症に入浴療法を行ったし,ロ-マ帝国時代には
ロ-マ民族の生活習慣より広くその支配下にあった欧州
一円で温泉場が開拓せられ,これらの遺跡は今日でもな
お国際的温泉保養地(例えば,西独のBaden-玉aden,フ
ランスの Aix-les-Bains等)にみられ,医療面でも痛風
や麻樺性疾患或は腎,肪耽疾患に対して応用するように
なった.そして硫黄温泉が高く評価された.GaiusPLト
NIUSSECUNDUSは入浴と飲用を用い,又,鉱泥の湿布を
行った.今日でも有名なフランスのVichy鉱泉は当時飲
用に開拓されたものである.中世に入り温泉の利用は学
問的に追究されるようになって来た.偉大なアラビアの
臨床家 RASES(865-925)は彼の著 Contineus(医学府庫)
[註,此の日本語訳名は小川改修:西洋医学史綱要,学術
書院,東京 (1947)より引用した]で鉱泉浴療法について
莫大な医学的努力をはらっており,PAULOSYonAIGINA
以後硫黄泉,明撃泉,含銅泉,含鉄泉等について記載し,
硫黄泉が神経に対して有益であり,又,皮膚発疹に対し
て作用するとした.又,1000年頃,温浴が関節痛に対し
て有効であると記載されている.1396年にイタリヤの
PIETRODATossIGNANOは"LiberdebalneisBurmi,
inquononsolum aquarum viresetmedicinae,sed
earumquoqueexhibendarumcanonesexplicanturHの
論文中に,温泉適用の原則を示しており,此の原則は今
日のBalneologieに迄導入されている.以下その独語訳
を参考迄に列挙する.
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5･BevormaninsBadsteigt,mussmanausge-
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又,1388年に GrovANNIDE'DoNDIはAbanoの鉱泉
について入浴と飲円以夕日こ蒸気浴や藩水浴について記載
している.
15世紀に入り医学的温泉療法が開始された.例えば,
Faustregelとして1浴クールを3週間とする,内容こそ
異なれ現在でも行われているような基本的な考え方が成
立したのもこの時代である.19世紀に入り循環系疾患の
近代的温泉療法が提唱された.Marburg大学の病理
解剖学教授であった FrjedrichWilhelm BENEKEは
1858年にBadNauheimに於いて,含炭酸食塩泉を用
いて器質的心臓病をもった患者の治療の最初の体験をし
た.彼は彼のそれ迄に体験した患者の観察からこれを大
胆に行ったのである.即ち含炭酸食塩泉を用いて心臓病
を合併したリウマチ患者を治療した結果,患者がただ水
治療に耐えただけでなくて,その上心臓の活動状態は安
静となり,循環効率が改善されるのを認めた.彼はこの
ような作用を入浴の時間と温度及び特に食塩含有濃度に
重きをおいて考察したが,後に 1872年 BadNauheim
に温泉医として来た,AugustScHOTT(1839-1886)は
詳細に此の事実を研究し,BadNauheim 温泉の心臓病
改善の作用はその温泉中に含まれている炭酸によるもの
である事をつきとめて,"DasBadisteineTurnstunde
f-tirdasgeschwachteHerzり或は"Eswirktwiedie
Digltalis" と表現されるようになった.今 日炭酸泉が
Herzheilbadと称せられ,就中 BadNauheimが今 日
でもその中心となっている所以はここにある.【以上は
J.STEUDEL(1962):GeschichtederBa°er-undKlima-
heilkundeを参考とした】.
2.温泉治療効果因子の多様性
以上記載した史実に基く温泉 ･水治療の適応症につい
てはいうまでもなく,今日一般に温泉 ･水治療法に適
用されている諸疾患が,現代のような進歩した薬物療法
の時代でも,なお温泉 ･水治療を必要とする理由がある
だろうか.逆に云えば温泉 ･水治療が無くても,薬物療
法のみで現在温泉 ･水治療法の適応疾患として列挙され
ている諸疾患が治療できるのではないかという単純な疑
問が起る.この事が即ち温泉 ･水治療の存在価値を評価
する際に根本的な問題点となっているようにみうけられ
る.実際著者も学生時代及び温泉 ･水治療の未経験時代
に唯漠然と考えた疑問点であった.そして当時の著者と
同じく,温泉 ･水治療についての教育をされない,又,
体験する機会のない多くの医師にとって全く解決されな
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い事柄でもあり,中には漠然と不必要諭をさえ唱える医
師も見られる.
さて,温泉 ･水治療の必要性に対して批判的な医師の
多くは,その効果が多分に経験的なものであり,遮代医
学の進歩に多大な貢献をしたClaudeBERNARD以来の
実験医学での基礎的分析的デ-タに基く実験的根拠の不
足を指摘する.この点は現代においても殆んど変らず,
本論文巻末に掲げた欧文文献集録をみてもうかがわれる
ように,多分に綜説的論文が多くて,深くある現象につ
いて実験的に追究したような論文が少い事でも想像され
る.このような実験的根拠の不足,不満足感を感じる最
も大きな要素はなんであろうか.それはいうまでもなく
鉱泉を利用する場合の生体への作用因子の多様性である.
即ち,先ず利用する温泉自体の問題として含有成分の多
様性 [此の問題に関して大畠 (1953)は三朝 (Misasa)の
放射能泉の研究で "放射能泉の医学的作用の特徴はラド
ンや トロンの如き放射性成分が他の温泉性状と協力して
現われる所になければならない.従って単なるラドン水
溶液の作用乃至その有効限界を直に放射能泉に適用する
のは正しくないと私は考えている.この様な考の下に私
は放射能泉の飲用及び入浴に関して専ら天然の放射能泉
を対象として研究を行った.--･"とのべている.]と,
更に,利用方法,温度のこと,水そのものの性質 (浮力,
静水圧,その他)による影響,又,その鉱泉が存在する場
所の風土,即ち気候の変化,治療 ･保養地としての風光
の影響,食餌の変化 (治療食を含む),及び地万人との対
人関係等の問題が関係し,更に精神的因子としては患者
を仕事場から解放して隔離する事による対社会的ストレ
スからの解放,又,温泉 ･水治療で治るという安心感,
信頼感 - 温泉療法が大変快適で治療上全く苦痛を伴
わないことに基くようである- も影響する.又同病
者が多く集り互に話し合い,病気を理解し,又慰め合う
機会も多いことも好結果をもたらすようである.
以上のように温泉 ･水治療には温泉水や淡水が有する
直接の物理 ･化学的因子以外に他の因子も多く関与して
いるが,これら因子の治療効果に与える影響についての
分析は,現在でもなお困難なため殆んどなされていない
のが現状である.従って温泉 ･水治療そのものの効果に
疑問を抱く人々もでてくるのであろう.Balneologieの
概念には当然の事乍ら上述のすべての因子を考慮した治
療効果が包括されている.MedicalHydrologyといえ
ば寧ろ水の性質自体を利用する物理療法の一種に限定さ
れてくる.著者が論じているのは Balneologieであり,
従ってMedicalHydrologyを含んでいる.
3.温泉含有成分のこと
次に議論の対象となるのは温泉医学の場合に,温泉水
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中の含有成分の事である.温泉医学の歴史にみるとおり,
その発祥は経験療法であった.この点は現代薬理学の発
祥にもみられるところであるが,前者はその作用因子の
あまりにも多様性のために,苦の貧弱な科学的方法をも
ってしてはその作用機序に説明を与える事は出来なかっ
㍗.幸に薬物医学は漸次化学及び物理学の進歩と共にそ
の経験的作用因子の分析が行われ,更には合成化学の進
歩と共に一層絢欄たる現代の薬物医学へと歩みを進めて
来た.生理学の進歩は又これら薬物の作用機序を解明す
るのに実験的方法を提供して,お互に進歩に拍車をかけ,
更に生化学,生物物理化学の進歩と共にますます脚光を
浴びて今日の臨床医学の主体をなしている.このような
趨勢に従って温泉医学も鉱泉水の分析にその作用因子を
求め,16世紀後半 [AndreasLIBAU(1546-1616)"De
lndicioaquarum mineralium"]より盛に温泉水の化学
的分析が行われるようになった.そして今日では鉱泉の
分矧 ま,その参透圧による分類 (血清の結氷点,即 ち
-0.56oCを標準として,等張鉱泉,低張鉱泉,高張鉱
泉を分類する)と,他方では含有する化学成分 による分
質 (日本では日本薬学会協定法により分薮され,単純温
泉,単純炭酸泉,土類炭酸泉,アルカリ泉,食塩泉,普
味泉,炭酸鉄泉,緑馨泉,硫黄泉,放射能泉,明響泉,
酸性泉等に分けている)が慣用されている.そして主と
して後者により,夫々の適応疾患が選ばれて利用されて
来た.以下これら各鉱泉の種類と適応症との関係につい
て,最近発行された著書 (AMERUNGu.EvERS,1962)
を参考として2･3の考察を加えてみたい.
ⅠⅠⅠ.鉱泉の種類と適応症
1.単純泉の適応症としては,運動器疾患,循環系障害,
神経障害,次いで内分泌疾患及び皮膚疾患が あげ られ
ている.これら疾患の適応は,単純泉の "若返 り"作用
("verjungende"Wirkung)によるものである.従って,
運動器疾患では変性性関節疾患 (Arthrosenや Spondy-
Iosis)の利用が最も多く,又慢性炎症性関節リウマチも
適応され,俗に単純泉はリウマチ泉と呼ばれている.この
治療効果は FRITZ(1925)により盲検法で確かめられた.
強直脊椎炎では特にUnterwasserbewegungstherapieの
併用が価値が大きい事をOTTu.WURM(1957)が証明
した.代謝性関節疾患にも有効で,外傷性運動器疾患,
特にSudeck-,Leriche-Syndromのようなneurovegetativ
の障害による合併症に有効であり(OTT,1953;DUcROS,
1955),浴中での運動療法の価値が大きい.
循環系障害では1abileHypertonieが入浴で良くなり
(OTT,1951;Loos,1957;SUGrYAMAetal"1958;Osm-
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MA,1958;YANO,1958等),動豚硬化症愚者では中枢
神経症状が改善され,軽度のDysbasieは著明に好転す
る.これに対して静泳系循環障害では下肢の血栓静腺炎
患者でその為の諸症状に有効で,入浴と浴中での運動療
法及び下肢を高位に保つ事等の併用がよい.勿論新鮮な
有熱性の静腺炎は適応とならない.変性性心疾患では,
特に前景に高血圧が存在する場合に,不惑温浴がしばし
ば有効で軽度のStenocardienは稀ならず消槌するが,
頻発する高度の狭心症には適用を注意しなければならな
い.勿論他の全身的な一般的方法,例えば心不全に対し
て薬物療法を行い,食餌に注意する等,も考慮すべきで
あり,Balneotherapieに対する心臓病学的立場からの反
対についても考慮する価値がある.
神経疾患への適応では機能的なものと同様器質的障害
に対しても大きな役割を演ずる.先ず鎮静作用は,就中
フランス学派で強調されたが,精神身体的状態-の温泉･
水治療は本質的な治療法としての精神療法を意味する.
この対社会的効果は大変よい(WIBROTTE,1950;DUc-
ROS,1956).この問題と関連して数多くの neurovege-
tativeDystonie,Neurasthenieや身体症状を伴った軽
度のPsychoneuroseが挙げられる.入浴の適用量は然
し乍ら極めてひかえめに用いられるべきで,それによっ
て massiveneurovegetativeBadereaktionを抑える事
ができる.単純泉が reBexdystrophischerSyndrom
(Sudeck-Syndrom等)に有効な事は前述した.リハビリ
チ-ションがこれらの頑固な症状に対して本質的に加え
られ,特に運動浴や歩行浴がよい.又,単純泉の柊痛緩
和作用は神経痛の治療によく,明らかな器質的原因疾患
のないものでも(WIBROTTE,1950;ScHOGER,1953),ま
た炎症性病変に由来するものでも,例えば頑固なZosten-
neuralgieでも有効である(WIBROTTE,1949).症候性
坐骨神経痛の65%に有効であった(OTT,1953)が,樵,
重篤な手術を必要とするような椎間板へルニヤでは効果
が期待出来ない.麻樺性患者は又単純泉の習慣的適応症
となっている.弛緩性麻痔の方が有効である.Polyrad-
iculoneuritis(GUILLArN-BARR巨)では自然治癒傾向があ
る事を人々は印象づけられている.Poliomyelitisの後
療法として多くの治療所で単純泉と運動療法の併用が盛
に行われている.不随意的に選ばれたそれら患者の2/3
が好転している(OTT,1956).OTTは此の効果を単純泉
の特異作用によるというよりもむしろ適切な治療条件下
での運動療法によるものとしている.但し呼吸筋の高度
の麻樺のある者には浴中運動療法は適さず,適当な治療
の場所を指導するようにしている.痘性麻樺にもまた単
純泉が用いられる.温浴の痘撃,撃縮緩和作用により自
動的,他動的運動が容易になる(ScHOGER,1953;DUc-
稔
ROS,1956,1958;OsHTMA,1958;Loos,1958).脳卒中
患者で確かに自覚症の改善がみられる(OTT,1951).時
には部分的脊髄横断障害にも,MorbusLittleにも有効
である(DucROS,】955).多発性硬化症では再燃を考慮
して適用される.錐体外路障害では適当な薬物療法がし
ばしば有効であるが,時に単純泉でRigiditatが緩和す
る(DUcROS,1955,1956).又,アテトー ゼ様症状も入
浴での訓練と緊張弛緩療法で効果的である(DUcROSu･
P畠TAT,1957).
内分泌系への作用として,下垂体一副腎皮質系への作
用についてOTTは同意し難いとしている."若返り"の
全身作用の範囲内で性週期障害に作用し,初期更年期に
は見逃されない適応である(GRUNOW,1921;OTT,1951).
婦人科的に専門化された保養地は単純泉の鎮痛,抗炎症
作用にもとずくものである.CANEL等 (1958)は下垂体
と卵巣についてLuxeuilの放射能泉浴の効果を実験的,
臨床的に証明したが,いう迄もなく放射能の弱いもので
は効果がない.又,GRUNOW(1935)は単純泉の飲用で
甲状腺腫が縮少するのをみた.その他に利尿作用もあり,
皮膚疾患にも用いられ,創傷治癒作用も認められている.
又,粘膜刺戟に対する鎮静作用は直腸疾患の治療に利用
される(CARNOTetal.,1957).
単純泉の適用範囲は広く,温泉治療所の大部分がこ
れであるため各治療所では夫々一つのものを専門として,
専門とする疾患に対する有効な治療方法について夫々完
成 してきた(Balneo-Kinesitherapieや physikalische
Therapieの追加や,Duscheの程々の形式や,煙や直腸
洗源等).このように適切な医師による専門化は疑い も
なくこれら治療所での治療効果を促した.
以上のような"Akratothermen"の医学的作用効果につ
いては今日殆ど異論がなく,動物実験,臨床実験でその
効果は明らかにされているけれども,化学分析的見地よ
りみた場合に単純泉が有する無機成分の量は極めて微量
であり,少くとも薬理学的な立場からは以上のような作
用を説明するのに不十分である.唯ここで注目されるの
は温浴を用いる事と浴中での運動療法の併用であり,100
年来 "Jungbrunnen"として強調され,特に高令者の治
療に応用された経験的事実の説明に,鉱泉成分の直接的
作用よりもむしろ温浴と運動との自律神経系,循環系へ
の作用が可成り重要な役割を演じているのではないかと
考えられる事である.これを浴反応の立場からみても,
他の泉質のものと比較して浴反応が軽く,生体側のこれ
らの影響も突発的でなくて,種々の循環 ･代謝異常を示
す高令者に通用する場合に,長年にわたって受け継がれ
た生活の知恵として "Jungbrunnen"なる言葉の生じた
由来でもあろう.
現代医学の立場からみた温泉 ･水治･理学療法
2.食塩泉は消化器障害に対して主として飲用が貫用
きれ,その作用は含有する塩分の濃度,特にその主体を
なす食塩にあり塩類溶液としての生理的及び薬理的作用
でその効果を説明している.即ち高張泉は胃液の分泌を
抑制して過酸症の治療に,低張泉は分泌を促して低願症
の治療に用いられて来た.又,大量飲用は上部腸管に伸
展反射をおこして腸管の煽動を促進させる.高張泉の飲
用は腸管に珍透圧作用を演じて揺動冗進を促す事は塩類
下剤の作用機序に示される.食塩泉にみられるこれらの
作用の-部は腸管より吸収され難いSO4-~,MgHが天
然食塩泉中に含まれている事も一因である.又,微温
(36-41℃)の食塩水が胃腸管の炎症状態に対して治癒的
に働く事も経験されており,又,FRAUD巨(1938)は高濃
度食塩水を十二指腸中に授与してビリルビン濃度の上昇
のない胆汁分泌の促進を認めた.胆汁分泌促進に関して
はその後多数の報告がある.肝機能に対してCALAMITA
u.RICCI(1953)はMontecatiniの食塩泉でのクール前後
を比較してその有効性を報告した.GUGLIELMIelal
(1954)は同じく肝疾患患者について治療後尿中シスチン
含量の減少と血液中の芳香族アミノ酸の減少を認めてい
る.BAUCEu.VANNINl(1954)は含ヨ-ド食塩泉を大腸
炎に適応し(飲用と入浴)血液グロブリンの増加持にβグ
ロブリンとαグロブリンの増加を認め,リウマチ患者で
はαグロブリンの増加を認めたがβグロブリンには影響
しなかった.
代謝障害では糖尿病で耐糖員を改善し,糖負荷時血糖
曲線の下降を認めた(ZORKENDORFER,1940).悪性貧血
に飲用させ効果を認めた報告もある(LtIHR,1960).高
張食塩泉の飲用はグリコステロイドの排出を抑制するが,
これは鉱泉中の大量のMgがGlykogenolyseを抑制 し
て血糖値を低下させ,肝臓中のGlykogensyntheseを促
すからである(KtlTHNAU,1958).海水中にはMgの含有
量が食塩泉と比較して多いので,此れ等の現象は海水療
法中にもみられる.
浴療法について,食塩水浴は一般に1.5乃至6%に食
塩を含むものが使用され,すでに1876年に LEHMANN
は浴後皮膚表面に薄い食塩膜が生ずる事 を述べ,又,
FRANKENHÅUsEは食塩浴作用として充血を指摘した
(GRtININGER,1958).又,経皮的無機イオンの吸収も可
能であり,36C1とNa235S04を用いてLoTMAR(1956)は
此れを証明した.又,浴後迷走神経緊張の冗進が認めら
れたが(STAHLu.ScHMEGG,1923),この反応の生ず
る以前に初期交感神経緊張期のある事も判った.REGE-
LSBERGERのVegetonographischeUntersuchungによ
り食塩浴の変調効果 も確かめられ(ZIMMERMANNu.
EICHHORN,1957),trophotropeAusgangslageに際し
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て刺戟療法的に作用する事を明らかにした.REICHEL
(1956)は食塩浴クール巾に,入浴毎に Hautleitwertが
減少して行くのを明らかにした.同時に神経痛症状の軽
減を釆たし,全体的な神経症的過興膏性の抑制が認めら
れた.知覚,運動神経のクロナキシーをしらべた結果,
これ等神経の反応時間が食塩浴で延長し,興奮性が軽減
するのが認められた(BoRNSTEINu.BUDELMANN,
1930).又,身体と皮膚間の極端な温度差を正常化して
Poikilothermeを減じ,此れを皮膚温についてみるとそ
のhomoiothermerReaktionstypsを増加さす事も明ら
かとなった(GRtININGERetal.,1955).入浴による皮膚温
の反応性上昇は同一人でクー ルの初期よりも末期に於い
て明瞭に現われてくる事をKRAUEL(1931)は見出した.
これは興奮した血管運動神経作用のあらわれとして評価
される(ReBexbahnung反射路形成).代謝の冗進 もみ
られるがこの合法性については未だに明確でない.唯,
基礎代謝は冗遷して02消費とCO2生成がたかまり,秤
吸商は安静時よりも常に低下しており,換気量も減ずる.
心分時拍出量は一般に増すようであるが,これは浴後速
に正常に復する.末梢白血球数及び血液像の変動もみら
れ,食塩浴治療で好顧球数は減少してThorntest陽性
に類似した反応 を示す(KtIHNAU,1960;ScHOGER,
1958).MARK(1954)は多数の vegetativeDystonieの
患者に機能的副腎不全が存在する事を証明し,又アレル
ギー状態による病像と副腎機能との関係について言及し
た.GoLLWITZERIMEIERu.BINGEL(1935)は温浴で
アセチルコリン様物質が生ずる事を確かめて,此れに血
管拡張作用の説明を求めた.かくして増強された皮膚血
流は又経皮的無機イオンの吸収を良好にする.此のよう
な自律神経系と下垂体一副腎皮質系-の食塩浴の影響は
Rheumatherapieに食塩浴が効果的である事を説明する
もので,筋 ･関節リウマチにはしばしば血管のReak-
tionsstarreを伴った血流障害(RATSCHOW,1955;BETZ,
1955)早,ヒペレルギー性の要素(BLUMENCRON,1955)
と下垂体一副腎皮質系の律動異常(HAUS,1957;BONl,
1956)がみられる.これ等の因子とリウマチ患者の食塩
浴療法との関係についてはScHOGERが詳細に報告して
いる.彼は又凝集テストに基いて, リウマチ患者を原
発性と二次的関節リウマチに分け,夫々に応じて温泉治
療の適否の撰択と,治療泉の撰択 (放射能泉,硫黄泉,
食塩泉,単純泉)が行なわれるとし,食塩泉が上記諸泉
中で最も緩和な作用を示すので,炎症性リウマチの過程
が変性性リウマチよりも一層よく適応するという.婦人
料-の適応としては自律神経障害が注目される.即ち此
れが不妊症の多くの原因をなし,又習慣性流産の傾向を
示し,或は子宮頚部分泌過多をおこす.又更年期や閉経
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期の訴えに食塩泉浴は有効である(BAATZ,1956).その
他小児のリンパ腺体質にも有効であり,口腔洗確,鼻腔
洗液,上気道疾患への吸入等も行われている.
以上食塩泉の飲用と入浴療法の適応症について引用し
たが,飲用の主たる作用は鉱泉が含有する食塩を主とし
た塩分溶液としての生理的,薬理的作用によるものであ
る.
胃液分泌や胆汁分泌の調整は,現代の薬理学で得られ
た薬物を使用する事によっても,比較的容易に行われる
事は諸家の認めるところであろう.一万Montecatini
Thermeは肝障害に対して有効であり,今日でも主たる
適応症として肝 ･胆道疾患を挙げているが,その作用効
果は含有成分のみでは説明が不充分であり,又含ヨード
食塩泉の異蛋白血症改善作用も同様に説明し莫凱1.糖代
謝への影響も含有されるMgによって説明されているが
それだけでは不充分であり,此れ等の作用機序の解明に
は,なお可成りの日数を要するであろう.此の様な肝障
害や慢性疾患にみられる異蛋白血症の薬物療法は今日で
もなお困難な場合もあり,糖代謝の改善は可成り容易で
あるが,温泉療法を目的とした主疾患の合併症として,
或は併存症として此れ等の異常が存在する場合には,
Balneotherapieを併用する事に異論はないであろう.
浴療法については生体への変調効果が認められ,又,
神経興奮性の抑制効果も証明され,一方血管運動調節の
反射路形成効果,代謝,循環系への影響も認められた.
更に下垂体一副腎皮質系に対する刺戟効果もみられる.
従って此れ等の作用が自律神経失調症や血管運動神経障
害のある神経症患者やリウマチ患者への適応の根拠とな
っているが,此れ等作用機序の根本的解明はなおなされ
ていない.しかしながら上記疾患は薬物治療のみではそ
の効果が期待し難いのが現状であり,従って今日でもな
お有力な温泉 ･水治療の適応症に挙げられている.
3.HCO3~を含む鉱泉はアルカリ泉と名付けられ,主
としてNaHCO3及びCaH2(COB)2として存在し,そのア
ルカリ性溶液としての薬理作用に適応を求めている.従
って使用法は主として飲用であるが,唯しばしば鉱泉の
飲用は胃液の酸度に及ぼす効果として Normalisierung
なる現象がみられ,この現象はHCO3泉にもみ られる
(DILoLLO etal.,1953).即ちこれの飲用は過酸症を低
下させ低酸症を上昇させる.これはおそらくアルカリの
二重作用で説明できるだろう.分泌異常は胃炎の一つの
症状であって炎症の消槌と共にその時々に応じて独自に
影響をおよぼしているのであろう.
LAMPERT(1959)は生まれ乍らアチドー ジス性反応型 と
アルカロージス性反応塾があって,この様な体質的傾向
稔
がこの現象の主役をなしているのではないかと推論して
いる.その他 Caの粘膜収赦消炎作用,腸管嬬動抑制作
用等,無機イオンの作用として含まれているNa,Ca,
Mgの薬理的作用もある.
腎,尿路への作用として含有無機物の影響が挙げられ,
鉱泉中のNaは体内への水分蓄積を助長し,Ca,Mgは
水分排渦を促す(Ht)LSE,1920).従って含Ca泉は利尿
作用を示すけれども,最も重要な事はCa泉が同時に炭
酸泉である事で,従って遊離炭酸の利尿作用 も加わ る
(QUINCKE,1877;STARKENSTEIN,1924).従って腎疾
患患者に飲用させて水分排浬作用を示し,浮腫傾向を示
さない(BERGELL,1907;LAUER,1931).更に,実際に
飲用した鉱泉水中に含まれていたよりも高濃度の塩分が
排他されるが,このDemineralisationと共に窒素代謝
産物もまたこの利尿の際に排潤 され (ZORKENDORFER,
1930;MESSINA,1954),即ち,窒素蓄積に治療上の価値
もある.
尿酸排艇については尿酸の溶解条件に対して直接関与
している.即ちpHと酸-塩基平衡に対してであり,尿
酸は塩としての型の万が遊離酸の型よりも一層可溶性で
ある.アルカリでこのようになり移動が容易となる.荏
って重曹水は尿量とは別に尿酸利尿を促す (STRANSKY,
1934).このような理由でアルカリ泉の飲用は高尿酸血症
患者の血中尿酸レベルを低下させる.Na含有水では利
尿は当然の事ながら抑制されるが,炭酸泉では遊離炭酸
が含まれており,Naの利尿抑制作用に対して一部代償的
に作用する.溶解条件への影響は尿酸の組織からの排出
増加だけでなく,むしろより多くそれを運び出す尿路で
見られる.確かに尿酸排出増加は組織Flにおけるよりも
尿路で一層高濃度である.飲用された鉱質は殆んど体内
に固定される事なく腎を通り再び排潤される.それ故に
尿酸に対する尿の溶解能力は直接これらのものによって
本質的に冗められる.飲用の場合の効果は以上のような
組織と尿路との両者に於て一層溶解性が元選するのであ
る.又食塩水も尿酸溶解性を元める事が観察されている
(STEFFENS.1938)ので,鉱泉中のNaも亦これらの作用
の一端に関係しているかも知れない.尿の稀釈とアルカ
リ化は尿中での尿酸の過飽和と腎及び膳脱での結晶化を
妨げて,尿路結石症に対して治療的意味を示す.事実,
HCO8泉の飲用療法を行ったすべての症例で尿路結石の
新生と既存結石の成長を防ぐ事ができ,又尿路結石手術
後の後療法としての価値も大きく再発例を減少させる.
これに反して燐酸塩や炭酸塩の結晶を生ずる傾向のもの
では勿論意識的にアルカリ化する事を避けなければなら
ない.即ち,この際その溶解性は酸性尿でみられるから
である.又,HCO3泉に含まれるCaやMgのようなア
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ルカリ土類 もまた Naと同様アルカ.)の性質を示すが,
これ等は不溶性の塩析を作 り易いので注意を要する.
飲用きれた鉱泉は尿中に出るが,この際陽イオン濃度
は体内よりも多くなり,これらは尿路粘膜に作用し,特
にCaは消炎的に作用する.即ち,Transmineralisation
による作用がある(HALBFAS-NEY,1926;CzECIJ,1954,
1958;ALFERMANN,1954).鉱泉水が輸尿管の運動性を
冗めるとの報告 もあり,消炎作用とあいまってその通過
障害に好影響を及すという.
扱て,HCO 3泉の消化管への適応は,現在の薬物療法
で充分治療する事が出来るので,今口特に飲泉療法を用
いる必要はないであろう.又,腎,尿路系への作用につ
いても同様である.唯,腎疾患の利尿の問題については
まことに合理性に富んだ天然鉱泉の妙味がみられ,更に
近年我が国でも漸次増加して来た痛風症と関聯して高尿
酸血症における尿酸排渦と尿路結石形成の問題があり,
尿酸利尿剤と併用する経口的重曹投与の長期投与困難な
例では,此れ等天然鉱泉の飲用が副作用もなく,日常食
卓上での飲料水として使用される場合に好都合である.
TransminelarisatlOnに由る尿路系消炎作用については
現在の薬物療法で充分であろう.
4.硫酸イオン泉は陽イオンとしてNa,Mg,Caを,
陰イオンとしてS04を含み,夫々"Glaubersalzquelen"
(菅硝性苦味泉),"Bitterwasser"(正苦味泉),"Gipsqu-
elen"(石膏苦味泉)と呼ばれる.又Feと結合して "Vi-
triolquelen"(綜智東)となり,Alとで "Alaunwasser"
(明馨泉)となる.
苦味泉の臨床的効果については,かの有名な人工カル
ルス塩の起原をなす Kar!sbadや Marienbadに於いて
多くの研究がなされ,基礎的薬理学的研究も多く,今日
に及んでいる.適応症の第一は肝実質障害である.胆汁
分泌を促進させて肝細胞の代謝に好結果をもたらす事が
正苦味泉や空硝性苦味泉を適用する理由であり,石普苦
味泉にもまたこの作用がみられる(KIENLE,1942).先ず
非外傷性の肝実質の頭慢性及び慢性炎症が問題となる.
例えば幼児の肝機能障害を伴った広義 の Zdlakieで高
ビリルビン血症が改善されたし(FELDHAUS,1957),肝
炎後の炎症 の治療とその予防に苦味泉を用いて,肝細
胞の活動性と機能の改善に直接 の影響 を及す とい う
(DILoLLOu.LIBERATr,1955).肝患疾への Balneothe-
rapieの適応は,亜急性,塵慢性,慢性肝疾患であ り,
可逆的病変が存在する場合である(BoECKER,1958).所
謂 Tropenleberに対してアルカリ性苦味泉の飲用 は肝
腫大を減じ,血中ビリルビン濃度を低下 させ,尿 中ウ
ロビリノーゲンの排潤,血中コレステロ-ルにも影響し
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た (ScAⅠ.^t3RTNO,1957).禁忌症として肝腫煩以外に肝
硬変状態及び新鮮な肝実質障害が挙げられる.
胆嚢,胆道疾患にも亦有効で,Cholecystopathieや
Dyskinesieが適応となる(SEELIGER,1955).慢性胆道,
胆嚢疾患では胆汁排潤療法が大切であるが,慢性炎症や
結石符頓の傾向があるものでは胆汁分泌を促す方法は注
意深く行われねばならないが,亜慢性胆嚢炎や胆嚢 ･胆
道結石症も適応症となる.腫癌や急性胆道炎 (急性胆嚢
炎や胆嚢膿膿等)は禁忌である.
胃腸疾患では,慢性胃粘膜炎症症状やカタル性腸疾患
や種々の便秘症の治療に用いられる.此の為には硫酸塩
の濃度 も顧慮され,又,下剤としては冷泉を,慢性カタル
には温泉を用いる(Z(うRKENDGRFER,1937).HENNINGは
垣腸炎にも合目的に用い,その為の便秘を改善した.忘
れられないものに苦味泉のSILdabad(subaqualer里竺rml
94)への応用がある(ScHOGER,1950).肥満症の治療
にも通用されるが,内分泌異常に因るものには無効であ
り,食酔性肥満症に対しては確かに持続的に影響する.
BAHNER(1955)は此の本質的意味を認めないが,K.
ZORKENDORFER(1933)やLAUDA(1949)は食餌が小腸を
通過するのを促進させる事により,栄養吸収の為に必要
な時間が得られず,そのために体重の減少を釆たすので
あるという.又,糖代謝に対して肝グリコーゲン沈着の
増加を認める人もある(CALAMITAetal.,1955).腎疾患で
は慢性腎炎患者の血中無機物質に対して石膏泉が好影響
を与える(KIENLE,1940).リウマチ性疾患では,痛風に
飲用が効くという人もあり(GLASERu.RANFTL,1940),
OsHIMAは入浴で関節園田炎,神経炎,神経痛や慢性
関節疾患の柊痛に有効であったという.
扱て,上述の適応は苦味泉に含まれる無機イオンの薬
理作用を応用したものであり主に飲用に用いられている
が,忘れられないのはOsHIMAu.YoKOTA(1952)及び
BONletal.(1954)の経度的吸収の実験である.即ち彼
らは硫酸塩中のS原子を放射能でラベルさせ経度的に吸
収される事を証明した.その後炭酸の存在はかかるS原
子 の経皮 的吸収を良好にさせる事が判った (REMMLI-
NGERetal.,1957).この吸収された硫儀塩は皮下結合織
に刺戟作用を与える.即ち硫酸塩はエステル結合をして
個々の体組織の主成分をなしている (コンドロン,ヒア
ルロニダーゼ,ムコイド等として皮膚,磨,軟骨,滑膜
の結合筒中に在る.)(GRAB,1958).OGUCHI(1954)は
苦味泉入浴により皮下結合筒中の組織球の喰食能の冗進
を認めた.経皮吸収されたS原子は一部尿中に排湛され,
一部は中腰葉性組織中にコンドロイチン硫酸として結合
されている (DzIEWIATKOWSKI,1951).コンドロイチ
ン硫酸はコリンエステラーゼ抑制的で血管拡張性に作用
110 北
し,それによって組織の透過性を冗進させ,関節や腔装
置の障害に好結果をもたらし,これが慢性柊痛状態への
作用機序であるとした(OsHIMA,1956).
さてこのような薬理的見地から見た苦味泉の応用には
わざわざ天然泉を用いる必要もなくて,現在行われてい
る薬物としての無機塩の投与や,Choleretica,ClO】ag-
ogaの投与で充分であり,下剤としても種々のものがあ
ち.肥満症に対してはむしろ食餌療法が主体をなし,腎
疾患でも食事と生活様式の調整が主体をなしている.リ
ウマチないしリウマチ類似疾患の慢性梓橋の治療には温
泉専門医の全てがその効果を体験しているが,純粋に温
泉成分のみの影響と考える事には難点があり,鉱泉を飲
用に使用する場合は別としても,浴療法として用いる場
合には,その温熱作用が問題となる.我々が日常使用す
る水道水での温浴でも梓橋緩和乃至消槌が認められる事
より,少くとも温熱の影響を無視する事は出来ない.
5.鉄泉は専ら飲用に供され,鉄欠乏性貧血の治療に
用いられる.吸収されて造血機能に働くのは主としてFe
(II)であるが,天然鉱泉FTに含まれる鉄 イオンも専 ら
Fe(ⅠⅠ)の形で存在している事に由来する.今日,日常
臨床上,貧血症の治療にわざわざ鉄泉を飲用さす必要は
ないであろう.唯,小谷は造血作用の殆んど考えられな
い微量の硫酸第一鉄とバナジンの極微量を併用させて造
血効果を認め,天然鉱泉 (栃木県金鶏鉱泉)にもバナジ
ンが含まれている事を見出し,又,Cuの共存と共に鉄
泉飲用の効果の一端を示した事は興味ある問題である.
6.硫黄泉は此れの主成分をなすSが生体内代謝の主
要物質を構成する為に,今日でも特に重要祝され,又,
比較的作用機序の明らかな鉱泉である.
生体内のSは体重の0.14%をを占めてお り,主にア
ミノ酸やグルタチオンに含まれ,酸化還元過程でSH群
と関係して核酸の合成や核分裂サイクルに関与してい
る.更に,エステル型硫酸塩の型でコンドロイチンやヒ
アルロン観やムコイテン中に含まれて,皮膚,血管,軟
骨,滑膜等の結合織中に存在する(GRAB,1958).Sはシ
ステイン,シスチン,グルタチオン等との蛋白結合の型
のみでなくて脂肪や糖質とも結合し,肝臓や心筋のグl)
コ-ゲン代謝にも関与し,その他色素代謝や,コンドロ
イチン硫酸やへパl)ンの作用にも関係する.副腎はグル
タチオンを産生する為に,又,アスコルビン酸を酸化す
る為にSを必要とする(LoEPER,1955).Sは還元し又酸
化する.重篤な疾患では肝での酸化と,胆汁及び尿中へ
の排湛により,血中S値が低下する.腎からの排浬はエ
-テル硫髄として行われ総硫酸塩として1日2.70gが排
湛する(GRAB,1958).非経口的投与は,無機,有機の
稔
何れの型でも,副腎中のS含量を増加す る(LoEPER,
1955).Sは又一定の酵素の賦活者としてだけでなく,
SH群の巾で此れ等酵素の主な構成成分をなす.醸化還
元過程に関与するAlkoholdehydrogenaseやCholinoxy-
daseがあり,SH群は又Cholinesteraseや Lipaseで大
切である.システインはインシュリンや,脳下垂体後葉
ホルモンの構成に用いられる.
特に忘れられないのは高令者に於けるSの役割りで,
食物からのSの吸収は衰えて組織のグルタチオン含量が
減少する.硫黄代謝は全般的に衰退し,臓器内のSは
欠乏状態に陥る(LEMAIRE,1959).又,ACTHやCor-
tisonは腎での硫黄含有物質の再吸収を減退させて,尿
中硫黄の排出を増加する(GRAB,1958).寒冷前線の通
過はSの尿F柑F滑を増加するという(LoTMAR,1955).
硫黄泉を入浴又は飲用療法として用いる場合のSの
体内吸収については,昔より種々の方法で証明されて釆
たが,特にその経皮的吸収について近年35Sを用いた報
告が多い.それによれば Sulfhtの型での吸収は極めて
僅かで,大部分はSulfidの型で行われるという.即ち,
H2Sの型で吸収される.体内に入ったSは約2日後に大
部分が尿中に排潤される(BARTELHEIMERetal.,1957).
此の経皮的吸収は皮膚血流の増加によりnJiJめられる(SK-
OTTGENu.WtjsT,1955).飲用されたものはH2Sとして
陽より吸収され(BtjRGr,1942),4価,6価のSは大腸で
細菌や酵母によりH2Sへと還元される(HEUBNER,1926).
紐て,硫黄泉の生体への作用には全身的特異作用と組
織 ･臓器への特異作用とがある.全身的特異作用として,
硫黄泉の入浴や飲用は血中グルタチオンを増加す る
(NICOLESCOeTal.,1936).これは硫黄の吸収による合成
の増加と,蓄積されたグルタチオンの血中への移動が考
えられる.即ち硫黄泉の利用により肺臓のグルタチオン
含量は減少し(WoLFFu.MANJEAN,1933),又肺臓にお
いてグルタチオン含量の多い赤血球が崩壊して処理すべ
き多量のグルタチオンが生ずる.更に,血中グルタチオ
ンの増加と共に組織内SH群含量も増加する(RICHTER,
1939).これは還元型アスコルビン酸の安定に由来する.
血渠申ビタミンC含量は浴クールの初期に低下し,終
りに著しく上昇する.しかしビタミンC負荷後の血衆
申ビタミンCレベルの上昇には影響しないし,又,負
荷後の尿中ビタミンC含量も浴ク-ルの前後で差異を認
めない.
皮膚のビタ ミンC含量を知 る為にDichlorphenol･
Ⅰndophenolの皮内注射実験の結果,硫黄泉クールは皮
膚の還元値をより一層長時間元める事が判った(RICH-
TER,1939).そして此の事は皮膚の水硫化物の増加を推
察させると共に,一万では他の臓器でのグルタチオン-
現代医学の立場からみた温泉･水治･理学療法
水硫化物一群の増加をも考慮させる.硫黄泉浴のこのよ
うな特異作用の際には,高い酸化還元電位をもった物質
の増加と維持があり,直接巾問代謝過程に干渉し,皮膚
では,この様な水硫化物の増加はアレルギー性反応を軽
減することが出来る.
動物組織 (Kt)HNAU,1940)及び植物 (KosMATliu,
HARTMAIR,1937)で夫々発育,発芽,成長を推進する
実験成績より,硫化物の硫黄は低濃度において生物全体
として細胞の酵素的,酸化還元的行為を鼓舞すると結論
している.硫黄泉はヂアスターゼやトリプシンの作用を
冗める(MALIWA u.HoLY,1939).
硫黄泉の飲用は基礎代謝を低下さす (LENDEL,1932).
モルモットを用いた基礎代謝測定実験の結果,動物の体
重に変化はなく,02消費も変らない.しかしAdrenalin
投与後に生ずる基礎代謝の元進が,硫化物投与で抑制 さ
れた.又,Thyroxin投与後に生ずる代謝の元進 も抑制
古れる.その結果,動物の体重減少も殆んど認めなかっ
た(OsTENDORFu.RICHTER,1940).アスコルビン酸
はThyroxin投与中の肝グリコーゲン消費を妨げて,肝
グリコーゲン蓄積を増し,投与後の基礎代謝冗進を抑制
するが,硫黄にもこのアスコルビン酸類似の作用があり,
硫黄投与後に肝グリコーゲン含量の増加が認められる
(GossETu.BINET,1937).硫黄の肝グリコーゲン蓄積
作用は,肝臓内グルタチオンの増加により説明される.
更に硫黄泉には尿酸代謝への影響もある.クールによ
り血中尿酸値は低下し(SENDRAIL,1935),内因性尿酸
の排出は増加する.そして多くの痛風患者は浴療法の経
過中にしばしば完全に尿酸値の低下をもたらす.しかし
この現象の全てが硫黄泉の作用によるものではなく,負
餌療法や1日1000cc前後の飲用も重症痛風の治療経過
中に行われているので考慮すべきである.血中尿酸値は
多くの例でク-ルの終りに最も低下する.
その他,invitro及びfnvT'voで2･3の抗生物質の作
用を増強するとの報告もある(NAKAJIMA,1955).
臓器及び臓器系特異作用についてのべる.先ず皮膚に
おいて,硫黄泉中の硫黄は全く局処的に角質溶解性に働
き,皮膚疾患に有効である.35Sを用いた実験でStratum
granulosum 巾に20時間も停滞し(ScoTT,1957),皮脂
漏性皮膚炎ではStratum basaleに迄及び,症盾では皮
脂腺の分泌部に迄及ぶ.
硫黄泉の顕著な特微として皮膚発赤作用がある.これ
は浴申のみならず浴後にも及んでおり,微温浴でもみら
れる.此の発赤は浴の水面で明瞭に境界づけられて生じ
る浴部への直接作用であり(KwINT,1934),反射的に生
ずるものではなく,浴部毛細血管の拡張によるもので
(MALIWA,1936),細動泳脚部の延長 と拡張,血流の
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増加がみられ,クールにより湿疹,関節リウマチ,閉塞仕
動泳炎その他の循環障害で生じた皮膚の制約された毛細
血管構成が正常化されるのが認められる(DORTNG,1940;
EvERS,1955).又,アセチルコリンやヒスタミンと同様
に生体内に存在する循環促進物質であるアデニール酸の
安膚含量の増加も認められている(FREUNDu.JAKOBY,
1933).
不惑温浴又は所謂冷浴でも温く感じるとい う事実が
あるが,此れはH2Sが皮膚の温覚受容器に対 して冷覚
を低下させ温覚を増強する為である(W EIGMANN u.
ScHINDEWOLF,1953).又,痛覚 もH2S俗により軽減
され,旗棒感をも軽減乃至消失さす作用がある.
坐骨神経痛患者では,患側下肢の皮膚温の低下がみら
れるが (ELDBLOOM,1935),クール後正常化 を認め
(SADEL,1945),クール後血行改善の徴として皮膚温の
上昇を認めている(EvERS,1938;SADEL,1942).この
様な皮膚発赤の持続時間や強さは圧迫による局処循環の
遅延乃至停滞をおこす事により一層増強される事から,
何んらかの生産物質の存在が考えられてい る(EvERS,
1958).
皮膚の糖質含有量は,フルンケル症や晩期渉出性湿疹
では健康皮膚よりも高いが,硫黄泉俗によ り,クール
中及び後に略正常化する事を認め(EvERS,1948),水道
水浴では効果がない.10%食塩水浴では浴後にかえって
増加した.健康人でも硫黄浴後増加の傾向を認める.比
の機序として皮膚中のSH群の増加も考えられろ(RICH-
TER,1939)が,血流増加による代謝産物の分解促進,節
出促進も関与する.
循環系について,末稽四肢静泳系に対し,血栓性静腺
炎乃至それによる下腿潰癌や凍創性病変の治療効果が挙
げられる.末椙動泳系では,静泳系と同じく入浴による
動泳内膜炎への効果が認められ,先ず痔痛の消槌を釆た
し,ついで本質的な血流の改善が示 され [IwANOW;
DRJAGIN:Zit.n.LACHMANN(1954)],皮膚温の正常
化がみられる.
皮膚に対して硫化水素泉浴は炭酸泉浴と類似の作用を
示し(W EISS,1935),心臓病に用いて循環血液量の改善,
心収縮の増強,静膝性還流の促進等を認めた (WALE-
DTNSKI,1933).その結果,浴クールの終りには血流速度
は増大し,血行の動的均衡が改善されるので (BoGGIO
GILOT,1955),弁膜症や心筋障害患者の治療に用いられ,
また狭心症症状を示した患者で完全緩解をもたらした
(KRAMMER,1958).唯,冠不全や僧帽弁狭窄症の患者
は浴療法に耐えられない.
高血圧症も良い適応疾患であり,特に本態性のもので,
病的機能障害の時期にあるものに有効,且つ器質的変化
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への予防的効果もみられるという.腎,末梢血管の器質
的病変を伴う悪性高血圧症では,血圧下降作用は認めら
れず無効であるという(LACHMANN,1954).血圧下降へ
の作用では,勿論温泉療養地での環境及び安静等精神的,
肉体的緊張緩和因子も影響する.しかし中枢神経系への
作用も推察 され(BRUSELOWSKIetal.:Zit.n.LACH-
MANN;VILLARETetal.,1931),又 H9_S溶液吸入による
血圧下降から,循環系への生理的状態の正常化作用を述
べるものもある(LACIIMANN,1954;NEWRAJEWA,1948).
消化器系について,飲用は温,冷泉共に胃液及び塩酸
分泌の増加をもたらし(RIABOFF,1928;JASONNI,1948),
減酸乃至無酸症に有効である.
腸管に対して,2価の硫黄は腸内腐敗過程に有効で
(LoEPER,1955),又,弛緩性便秘や慢性直腸炎の治療に
直腸洗濯が効果的である(JASONNI,1948).
硫黄泉の飲用はしばしば含まれる大量の硫酸カルシウ
ムの為に便秘を釆たし,胆嚢疾患には悪影響がある.
肝臓では解毒能の冗進が述べ られ (LoEPER,1955),
肝内での硫黄代謝に関与して細胞代謝を正常化し,酵素
の効果と酸化還元過程の修復が推察され(MESSINT,1954),
実験的モルモットの燐脂肪変性に対する効果も報告され
ている(quARTUCCIO,1956).
糖代謝への影響について過去に極めて多数の報告がな
されたが,糖負荷時血糖曲線への有意の効果は認められ
ず,勿ら同時に行われる食餌療法や治療環境因子の役割
りが大きく,今日硫黄泉の糖尿病への治療的意義は重祝
されない.
肺疾患では,喰食細胞の喰食能の増強によ り(GRAZ-
IOLI,1957;BoccoNr,1959),化膿性気管支炎や気管支拡
張症に吸入療法が用いられた.気管支嬬息に対し吸入療
法が効果的である(BoMBELLT,1958)とも云われるが,逮
にH2Sを含有する硫黄泉は気管支内の頚毛運動を抑制し
(EvERS,1932),又,中毒性障害を示し(CARDINALT,
1954;MESSINA,1953),H2Sの含まれる硫黄泉浴室内で
噛息発作も生じ,今日その効果は疑問視されている.そ
の他,鼻炎や中耳疾患にも用いられたが今日その価値は
重要祝されない.
関節リウマチ性疾患に対する硫黄泉の効果は,未だに
有効な薬物療法の認め難い現在,作用機序の比較的な明
瞭さと相侯って重要な適応症である.関節疾患では血液
中の中性硫責の含量は増加し,関節軟骨での含量は低下
している.飲用及び食品よりの硫黄の吸収に比し,入浴
では大きな皮膚面積により経皮的に吸収される硫黄の塁
は多い.したがって浴療法が推賞される.多発性関節
炎患者の毛髪や垢,爪のシスチン欠乏も知 られている
(SULLIVAN u.HESS,1934).これ等の体内及び組織中で
稔
の硫黄の平衡異常は俗クールにより改善される.此の事
は硫黄の全身的作用を示すだけでなく,硫黄代謝の正常
化を意味し,治癒への前徴とも推察されている.多発性
関節炎患者ではまた血中グルタチオン含量は減少してお
り,正常者で 33.8mg%,関節炎で2815mg%である
(LoEPER:Z汀.∩.KtJHNAU).硫黄排潤量は浴クールに
ょりリウマチ患者で減少する(LENDEL,1932).さて,疏
化物や硫慨塩としての無機硫黄は体内で硫黄含有有機物,
即ち,シスチン,システイン,エーテル硫酸,就中,コ
ンドロイチン硫酸の構成物となる.35Sの経口投与動物実
験で皮膚や関節軟骨への取り込みが証明された (NIEB-
AUER,1956).又,特に肉芽組織で硫黄の取り込みが増
強している (LAYTON,1953).ラットの実験的フォルム
アルデヒド関節炎は硫責泉の腹腔内投与により一層早く
治癒する(M ESSINA efal.,1953).硫黄泉の作用機序につ
いて,酵素過程への干渉を主張するものもある(BossA,
1959).
一方,多発性関節炎患者では毛細血管の収縮,皮膚温
の低下,反応性充血の遅滞,毛細血管血流の遅延等があ
り(DANYl,1937;LaignelLAVAST【NE,1930),この様
な血行障害のリウマチ性関節病変への意義は,原因的な
ものか或は二次的なものかはさておき,関節病変の治癒
が血行障害により妨げられる事は確かであろう.硫黄泉
浴では,皮膚のところでも述べた如く,皮膚血流の改善,
毛細血管機篤や細動腺血流の改善が見られ,治療効果へ
の一因をなす.
以上のほかに,リウマチ性関節炎への作用として非特
異的全身作用がある.此れは淡水浴,炭酸泉浴や泥浴等
より,早く現われ且つしばしば強力である.吸収された
硫化物の一部は細胞内で銅,批素含有蛋白結合体と反応
して,此れ等の金属による触媒作用によりおこる酸化過
程を妨害し,その結果,炎症や負荷時の組織の Anoxia
に際して生ずるような刺戟物質が形成される.此れが全
身的に作用する(GRAB,1958).
従って,硫黄泉の適応症としては,炎症性,変性性関
節 ･背椎疾患,皮膚疾患,真性尿酸性痛風,末椙循環障
害,金属中毒が挙げられる.又,心疾患や高血圧症も顧
慮される.
硫黄泉に対する現代医学的詳価は,以上の如く今日な
おその存在価値は高いと云わねばならない.即ち主適応
疾患の多くは現在でも原因の不明な慢性進行性疾患であ
り,その一部は薬物療法により良く経過のコントロール
が可能であるとはいえ,年余,時には生涯に亘る服薬の
影響についても考慮されなければならないであろう.此
の点では,年に1乃至3ケ月程度の湯治期間で,且つ数
年にも亘る温泉利用でも副作用のない間歓的温泉療法は
現代医学の立場からみた温泉 ･水治 ･理学療法
生体組織代謝,携能の正子封ヒ作用と相佼って推貫すべき
治療法であろう.
7.炭酸泉の特異作用は含まれる遊離CO三によるもの
で,今日でも人工炭酸泉として,広く一般都会の病院で
も循環器疾患を治療の対象として用いられている.
C02の体内への吸収には気道によるもの以外に経度的
吸収がある.1928年にHEDIGERはガラス容器に炭酸泉
水を満たして皮膚に密着させ,一定時間後にその含まれ
るCO2濃度を対照と比較して測定するという簡単な実
験で此の事を証明した.同じ方法を用いてその後 KR-
AMERu.SARRE(1936),HAEUSSLER(1936)もこの事を
確認し,夫々200mlCO2/min/体表面積,30mlCO2/
min/体表面積と報告し,前者等は同じ人でも皮膚の部
位による吸収の差異と,強い個人差のある事を確かめた.
又,皮膚血流とも関係し,充血した皮膚では,例えば日
光浴(HEDIGER,1932),UV一照射,カラシ塗布,アセチ
ルコリンやヒスタミン導入 (KRAMERu.SARRE,1936)
では正常の4乃至5倍吸収し,貧血の皮膚では(ア ドレ
ナ1)ン導入)可成り抑制される(KRAMER,1935).逆に,
体内よりC02を含まない水中への皮膚を通じての C02
の拡散もある.
此の経皮的CO2吸収は物理的拡散によってのみ行わ
れ,ガス状では行なわれない.従って炭酸泉中では皮膚
表面の気泡形成が少ない程 よ く吸収 され(HEDIGER,
1928),ガス状 CO己の場合にはガス中の湿度の増加によ
り吸収は良好となる(CoBETu.V.HAEBLER,1929).
その他,炭蘭の酸としての性質に基き,炭酸泉は弱
酸性,平均 pHは約6.0に反応する.皮膚は H十濃度で
等電点にあり,浴水の反応に応じてカチオン或はアニオ
ンを選択的に透過さす.Rnやサリチル酸の炭酸水中で
の経皮的吸収の増加が証明されている.又,リポイド可
溶性炭酸は,リポイド可溶性である物質の運搬機能を持
っており,H2S,批素,チオ硫酸,ヨード,臭化水素酸,
アルコール,ザロール,サリピリン,更に重炭酸塩や塩
化物,又,重金属塩(Fe,Cu,Mn,Ba,Co)等が吸収さ
れる.他方,CO2泉は皮膚血管を拡張して,CO2及び
他物質の経皮吸収を一層良好にする.
C02の経気道的吸収も当然考えられる.天然の炭酸泉
の水面上大気中でのCO2濃度は平均して2乃至4vo1%
である.然し乍ら人工炭慨泉で気泡の出るものでは,
4乃至20vol先にも及ぶものがあり,此の様な高濃度の
CO2ガスを含む大気の吸入は治療に逆行するもので,炭
酸浴療法の際には此の点も充分に考慮しなければならな
い.
CO2泉浴の際の生体へのCO2作用には体表面への物
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郡的作用と,吸収されたCO巳の体内臓器への化学的作
用とがある.皮膚表面への物理的作用には,炭酸泉浴中
に皮膚表面に形成されるCO2ガス泡の新生離脱の繰返
しによる触覚受容器の興奮があり,之れは柔かい皮膚
刺戟としてむず疾い感覚をおこす.しかし乍ら此の作用
はCO2泉浴の特異作用ではなくて,空気や酸素気泡浴
でもみられる.けれども他方では,体内での化学的特異
作用として療梓や痔痛感覚の軽減をおこし(WEIGMANN,
1953),この点で空気や酸素気泡浴と異なる.温覚受容
器に対しても淡水浴の不惑温が 34-36oCであるのに
CO2泉浴でのそれは31-34oCにあり,即ち,入浴初期
には一時冷たく感じるが30乃至60秒後には淡水浴より
低温でも温く感じるという作用がある.苦此の事は体表
面への気泡形成という物理的作用として説明されていた
が (三沢,1944),既に1935年 KRAMER(1936)により
co己の特異作用と推定され,後にDoDT(1956)は電気
生理学的研究から,C02は寒冷受容器の感覚を低下さ
せ,同時に温覚受容器の感覚を元める事を報告した.
CO2泉浴では浸水部位皮膚血管の拡張作用と血流の増
加がみられ,此れは更に経安的CO2吸収を促進す る.
皮膚毛細血管顕微鏡所見では血管断面の拡張により血流
は300%も増加し,又,細動詠や静泳叢の拡張による皮
膚深部の強い発赤がおこり(0･MtILLER,1937),かか
る状態では600%も増加するという.此の様な変化は温
浴の際一層著しい.動泳脚での圧の上昇も生じ,温浴で
は静泳脚でも70cmH20の圧迄上昇する.比の様な不
惑温CO2泉浴の際の血管拡張作用の機序について,今
日でも全ての点について明瞭なわけではない.MtJLLER
(1937)は,この様なC0 2の皮膚血管への直接作用は
比較的少量の吸収量で可能であるという.CO三の磯の性
質が関与して,皮膚組織細胞から血管反応物質を生ずる
との考えがあり,アセチルコリン(GoLLWITZER-METER
u.BINGEL,1933),ヒスタミン(BoRNSTEIN,1931;ScH-
EINER,1932),LEWrSのH一物質 (1928),ペプトン(EBB-
ECKE,1917),アデニール群の物質(ZIPF,1931)や更に
種々の鉱質の作用も考えられている.又一面,CO2泉浴
の皮膚刺戟は血管拡張神経終末に作用し(EBBECKE,1917;
DALE,1932),これはヒスタミンによるAxonrenexの発
生又はアセチルコリンによる副交感神経系の興奮発生に
由る可能性がある.かくしてCO2泉の血管拡張作用は
温刺戟を伴わない末梢血管拡張であり,既述の温覚受容
器への刺戟と共に,循環器疾患の治療での特殊な地位を
占めている.
CO2泉浴による皮膚血管以外の筋肉や他臓器内血管へ
の作用は今日でも充分に判っていない.温熱刺戟の際に
は筋と皮膚血管の問に入浴の際にAntagonjsm がみ ら
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れる(BARCROFTu.EDIiOLM,1943;REESEetal.,1952;
REIN,1931).又,CO2作用により血管拡張反応を起 こ
した領域では,血行力学的に予備血液量の請求が必要で
あり, この一部は N.Splanchnicus領域の血管収縮反
応により代償され,又,上述皮膚一筋内聞括抗反応によ
り調整される.この様な代償性血管運動反応に応じて,
CO2泉浴では循環血液量の増加がおこり- 非入浴部
皮膚,牌,防,肝領域での貯蔵血の駆出により- ,此
れは又,血行巾への組織液の流入をもたらし,赤血球数
の少い貯蔵血の移動と相侯って Hbの減少や 0 2飽和度
の明らかな低下等を現わす.
血圧に対するCO2泉浴の影響について LANGEu.
STORMER(1927),のちに GROEDELu.McCELLAN
(1933),PEEM6LLERu.LUND(1935)等は正常血圧及
び高血圧者での研究からCO2泉浴の治療的価値を論じ,
BISCHOFFu.PAETSCH(1936)は健康者の不感温 CO2
泉浴で収縮,拡張両期圧の下降と心拍数の減少を認めた
が,Zander-Liljestrandの圧振巾心 拍数-効果には影響
がない事を認め,即ち,心仕事量に大きな変化がないが,
淡水温浴では収縮期圧上昇,拡張期圧の下降,又,心拍
数の明らかな増加を認め,従ってZander-Lljestrandの
圧振巾一心拍数一効果の著しい増加を認めた.Aortaの弾
性係数は絶対値並びに%共に減少し,末相性総抵抗も減
少する(HERKEL,1939).しかし此の現象は淡水浴でも
みられ,静水力学的影響に由るものらしい.分時拍出量
は不惑温CO2泉浴中30-50%増加するが,淡水浴でも
同様である.1回拍出量も略同程度に増加す る.代償
性b疾患患者の場合も上述健康者と同様の変化を示すが,
非代償性患者では分時拍出量の増加がみられない.此の
現象は障害された心筋の適合能力の不足によるものであ
ろう(BUDELMANN,1934).経時的にみると,此れ等の
増加は入浴開始直後に最も強く,3-5分目に+30%,
8-10分目に+18% (淡水では夫々+15%,+11%)であ
った (IiERKEL,1939).此の様な分時拍出量の増加は非
特異的静水圧作用でもおこるが,CO2泉浴の特異作用
としての上述身体内血液分布転換にも影響されており,
循環血量の増加や持続した皮膚血管血流増加により生ず
る.又,入浴初期の過度の反応は入浴時の四肢,腹腔内
血管の圧迫により,又,皮膚刺戟によっても生ずる.不
惑温CO2泉浴時の心拍数減少は,時に徐豚の もので不
変であるが,この機序として血液冷却に基づ く洞結節
の冷却に由るもの(PARADEIu.WEBER,1927),Bezo】d-
Jarisch一反射で説明するものもある (JARISCH,1950).
後者は全身浴の為の静膝圧及び右房圧の上昇によるもの
であるが,高温浴や冷浴では分時拍出量増加や末梢抵抗
増加等による動泳圧上昇,心拍数増加の為に此の様な現
稔
象が認められないとした.更に心臓の電気的収縮時間の
延長を示し(BARTUSSEK,1938),心内血液駆出時間は延
長する(HERKEL,1938).レントゲンキモグラムでは淡
水浴との間に差がない.
以上要するに心労作に対する CO2泉浴の作用は 1)圧
労作を減じ,2)量労作は僅かに増加し,3)心拍数は減
少する.此れ等は淡水浴との間に有志の差があり,この
事は特に動泳性高血圧の患者で確かめられた.
心臓は圧仕事よりも量仕事の面で一層経済的且つ絶対
的仕事を遂行する (GoLLWITZERIMEIERu･KRtIGER,
1937;E.A.NtJLLER,1937).心筋代謝に対するCO2泉
浴の影響をみると,動泳圧下降作用と分時拍出量増加作
用は此の面では互に相反する影響を及すが,差引 きで
僅かに改善され,決して代謝の冗進をおこす事がない.
勿論心拍数減少も良好に影響する(GoLLWITZER-MEIER,
1939).
次に心エネルギ-消費改善の為の因子として CO2泉
浴中で動泳血 CO2圧の上昇が見られ,平均 4mmHg,
0.55vo1%の値を示し,これにより心臓の 02消費が減ぜ
られる.しかし比の現象はCO三を含まない他の入浴でも
生じるので (KRAMERu.SARRE,1936),CO2泉浴の特
異作用でないとも考えられるが,一面では,心拍数増加
を伴った潜在性心不全の患者の CO2泉浴が,その経済
的作用 の故 に有意 で あるとしている(Col-LWITZER-
MEIER,1938).
以上の様な特異 CO2浴作用に及ぼす因子として静水
圧,CO2濃度,温度等がある.全身浴では静水圧による
胸睦内圧上昇の為に冠血流は減少し(EcKARDT,1935),
狭心症様白質症を生ずる場合もあり,此れは半俗文は部
分浴を行う事により,特異COご浴効果を変える事な く
此の様な症状を予防する事が出来る.即ち,前腕又は足
浴の型においてさえ血圧下降,心拍数減少を生じ,分時
拍出量減少の為にZander-Liljestrandの圧振巾一心拍数一
効果は全身浴の際よりもむしろよい (ScHLECHT,1936).
次に,含まれるCO2濃度による作用の相違は,CO2吸
収の問題と関聯するので当然である.更に温熱刺戟によ
る変化としては,不惑温の範囲を越す温度では非特異的
温熱作用と特異CO2作用との総和により一層の循環負
荷をおこし,調節可胎性の限度を越して,健康者でも虚
脱状態をおこす事がある.不惑温浴以下の温度では寒冷
の響影との問に括抗反応を示す.
以上に述べた以外に,COZ泉浴ではそれの通用される
個人個人の間で,所謂不感温の範囲内でも明らかな作用
の相違を生ずる事が注目されねばならない.それ故に
個々に生じた所見をもって不惑温浴の作用として形容す
る事は出来ず,不惑温に感じる水温 として治療上作用
現代医学のj■l場からみた温泉 ･水治 ･理学療法
さす事も.Tlr,来ない (WACHTER,1955).更に個人個人に
おける反応様式の相違や,1｢lの止体のリズムの流れや,
治療経過の相違により,結果として現われるCO二見作
用に可成りの差異が生ずる(HILDEBRANDT,1957).
CO2泉浴では浴室大気 中のCO2ガス吸入による影響
がある.CO2ガス単独吸入では,収縮,拡張聞血圧共
に著しく上昇し,心拍数も明らかに増加する.けれども
CO2泉浴中での適度のCOコガス吸入時には,LI摘侶凱h
圧の不定の下降と,拡張期l什｢▲の不変及び心狛数の増加
を認めている(PARADE,1936).
呼吸機能に関して,分時換気芯は浴後一過性に増加す
るが,5分後減弱L,,長時間経過｢｢り乙はむしろ減少する.
不惑温のCO∃泉浴では淡水浴と異り,10乃至20分後に
新たな増加が現われる.呼吸数は不定である.｢冊L7iEa_Iは
淡水浴の噂と本質的差異を示さず,呼吸FfljLl珊Iは等しく
低下する.肺胞 CO2圧は浴開始後短時間の閏｣二昇する.
この上昇は約 4mmHgであった(KRAMERu.SARRE,
1936).此れは浴中での一過性の呼吸中枢興奮性低下の
現われで,肺胞,動泳血 COヱEEの増加は大した事なく,
呼吸量の増加を采たさず,CO己圧のその後の低下による
新たな平衡状態が達せられる迄持続する.非特異的静水
圧因子は機械的呼吸閉塞をおこして,肺胞内 COコ庄増
加を伴う分時換気量の減少と,吸気の囲難さ,呼左しの容
易さにより呼吸中間位の低下の原因をなす(KRAMERu.
SARRE,1936).ガス代謝は不惑温COヨ泉裕で捌抑乙非
特異的先進を示し,5分以内に略完全に復する.その後
は経過中にむしろ代謝の低下を来たし,最低35'),I/にも及
び(KRAMER,1936),平均約8%で(GoLLWITZF.R-METER,
1937),筋肉の完全な弛援にもとづくものである.同時
に 02消夏i･の減少によりRQは増加する.しかし/｢ら此
の様な事は不感温淡水浴でも見られる.より長時間の入
浴では症例の一部に第2回日の代謝の冗進が兄られるが,
此れは体温が 0ー.3-0.4cc低下した際におこり,比較的
低温の環境に対する中枢性反応調節活動による氾熱産生
増加が体温の低下に対応してLL:_じた為である.しかし時
には体温低下を伴わない二次的代謝の冗進もあり,これ
は不感温 CO2泉浴の化学的調節機序の表現であるとも
いう(GoLLWITZER-MEJER,1937).不惑温度以下の低温
CO2泉浴では,この二次的温度調整機序によるガス代謝
冗進が速かに生じる為に初期冗進と二次的冗進の間の
中間相が消失する.そしてガス代謝増加率は入浴前の
100%迄上昇する.当然の耶/Fら分時心拍出&玉は増 して
いるが体温低下を示さない.かかる反応態度は,温熱調
節に関するHET､SEL(1952)の概念によればCOl泉俗で
は不変の "thermosenslblerTonus"に際 し,浴 温に
応じた "TonusderZentren"の変化をおこす｢両区核の
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冷却による巾碑r胴T:L度調節反応がおころ.此れに反して
一般の条件下では,′日本の冷却の際には,巾椙より優勢
な反射性調節反応が末肝性に_rEじる.即ち温覚受容器の
反応に基づいて,不班の "TonusderZentren"に際し
て,"thermosensibTerTonusL'の変化 によって生ず る
のである.
棒めて低い温度では未机温覚容器への特異 CO2作用
もあって,反射性にも氾調節反応の増Jrがみられる.氾
CO_泉浴ではJlL波及び｢国区核での温度 LJrI1-等非特異的作
用も加わり,ガス代謝は冗進する.皮膚血管に対しては
CO=特異作用と温熱作用が協同的に働いて生体の過温を
助長する.
腎に対して不感札iCO三見浴は淡水浴よりも一層強く,
且つ持続的効果を示し,又,利尿 の冗 進が み られ る
(GALLMEIER.1940).不感温CO2泉浴中での自律神経系
の一同強い全身的趨栄養的転換 に関係ずけ(JARISCH,
1950),又,胸腔内山濃丑の増加を伴う様な状態が利尿
をおこし,そこでこの様な容量調節機序の表現としても
全身浴での利尿作用が説明される.又,寒冷作用に際し
て末椙血管収縮の結果としても生ずるが,CO2浴では此
の点は考えられない (GAUER,1955).
'Iljlの機能に対して,CO_,泉浴中ロ液分泌の増加がお
こり,これはDermographism陽性のILL者に著明で,酸
産生よりも液分泌が優勢である(NICOL,1939).同様の
71てはCO三泉飲用でもみられ,此の際にに胃内COコ泉停
滞による嬬動冗進と,円粘隈の充血もおこす.また利尿
作用もみられる.
その他,不感温COヱ泉浴では精神反応の抑制がみ ら
れ また睡眠欲求を伴う全身的な鎮静を示す.しかし乍
ら,一部の例では逆に興奮的に作用する.
拘て,CO｡泉の適応はCO=の特異作用による皮膚知
甜小径終末への作用の制 こ,温熱刺戟を伴わない浴療法
として心臓疾患の入浴に適するものであり,心不全或は
冠不全患者では部分浴を用いる事によって,全身浴でみ
られる負荷的因子を除いてCO=の特異血行動態作用を期
待する事も出来る利点がある.かつてAugustScHOTT
(1872)が炭酸含有泉をチギタリスにたとえたのは,この
心拍出量増加,心拍数減少,利尿作jl]等による患者の臨
床像の改善によるものであろうが,既述の如く温CO2泉
浴は,特に全身浴はCOご泉以外のもの-の入浴以上に心
疾患に対する適用には注意を要し,勿論非代償性心不全
では禁忌である.SIrlt3ECK(1928)は "心臓病の治療法と
して温泉療法の如きはむしろ二義的に屑するものであっ
て,最も必要なのは安静療法であり,此の安静療法の後
に適当な心臓の練習療法として温泉療法に於て炭酸泉浴
を試みるものである"とのべており(三沢,1944),三沢
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教授も亦 "炭暇泉浴は心臓疾患に対して決して強心剤で
もなく,又その特殊療法でもないもので,唯吾々は此の
炭酸泉浴を心臓の練習療法Train‖1gとして治療上に利
用するものであることを忘れてはならない"と述べてい
る.近年リハビリテーションの概念が生じし釆たが,此
の観点からみれば正に卓見というべきである.今日多数
の秀れた循環系薬物が市販されているが,此れ等とCO2
泉の作用との比較も現在残された同題である.しかしな
がら弁膜疾患を除く冠動泳疾患を小心とした心臓疾患に
ついて,SIEBECK及び三沢の考え方に対して著者も大い
に賛意を表するものである.
血圧下降作用に対しては,著者はむしろ此の様な反応
杏,下降は勿論上昇も,生ぜしめない温泉･水治療があ
ればそれが理想的方法であろうと考えている.近年吾が
国でも平均寿命の延長と共に脳 ･心臓血管障害による死
亡が増加しているが,温泉･水治療法の一般的問題とし
て,短時間内の-迎性血圧変動を/卜じるので,かかる変
動を防ぐ乃至最少隈に留める工夫が大切であろう.何故
ならば,短時間内の血管内圧の変動は,局処血流の変化
や血管態度の異常を生じて脳循環障害の発生原因となり
代償性血流の相対的欠乏- 心労作の絶対的,比較的非
代償性の増強,或は血流の減少,冠朝晩血中02濃度の
低下等- は一過性乃至持続性冠血流障害を発生するか
らである.此の様な理由から,脳 I心臓血管領域での器
質的病変が推察される患者では,CO2泉は勿論,一般
に温泉･水治療法を適用する場合はに充分な注意をもっ
て施行する事が大切である.
全身的鎮静作用,代謝の低下,利尿及び胃機能冗進等
の作用は薬物療法の補助として,又,軽症例ではCO2泉
のみでも利用出来る.
8.放射能泉は水 lJ中に(源泉温度において)Radium-
Emanatiorl(Radon;Rn)の塁が10ー10Curie単位で13以
上を含有するものをいう.Machc単位では約3.5Mache
以上となる(三沢,1944).しかし治療効果を期待する為
にはこの濃度は余りにも低く,浴療法では 80Mache,
飲用では800Mache,吸入療法では8Mache位を少く
とも含有する事が必要である(三沢,1944).多くの一般
の人々は,放射能泉といえば,含まれているRaが作用
するように思っている.しかし普通に医療に用いられて
いる鉱泉中に含まれるRaの星は極めて微量であって,
生体に放射能の影響を与える程の塁ではない.放射能泉
を特徴づけているものはRnであって,Rnは Raを母
体として生ずる稀ガス元素であり,リポイド親和性,水
溶性のガス体であり,半減期は極めて短かい.他方 Ra
は重金属で半減期は極めて永く,壬LI体内に殴著されて長
期間作用する.今日天然放射能同位元素系列には下記の
3系列があるが,それぞれの崩壊過程の一部を示すと次
の如くである.
稔
URAN-AKTINTL.M系 U23-'-Ra223
-詣 違うRn2-9器 計 po21r,
UR^N-RADTUM系 U231-Ra226
護憲 , Rn22浅憲一,po218
THORTUM系 Th232-Ra24
諾 ･Rn220諾 ,po216
多くの天然放射能物質はα線を放射する.Rnを用いる
治療は "Ct線療法"とも形容される.
今日放射能泉の医学的通用は専ら此のRnの物理化学的,
生物学的作用の応用である.しかし乍らRnの微小物部
学的過程,又は物理一化学的過程からのFI日本への作用機
序に関しては今日殆んど不明である.
Rnのtl三体への適用はこのガス体としての性質より,
Rnを含む大気の吸入槙fiミ(欧州ではBadgastein,B6ck-
steln或はGrotaGiustiその他,人工又は天然洞穴療
法が盛んに用いられている),Rn含有水の飲用療法があ
り,更に入浴による経皮的体内吸収もあり(大島,1949),
著者のところでは専ら入浴療法として用いている.
Rnの全身的生物学的影響については抗アナフィラキ
シー性作用がある.Rnであらかじめ処理された蛋白は
抗原能力を失い(BENEDICENTIu.MASCHERPE),馬血
清処理での海撰アナフィラキシー反応をB6ckstein坑道
中に住まわせる事により抑',Fiル た(SEMENHZ,1956).又
Antihyaluronidase作JTlを示す(MALCOVICl;WENSE).
更に生体内コロイドの変化をおこし,例えばRn水の飲
用は血液中コロイド状態や蛋白含量や粘開度に変化を及
ぼし(LIACI,1938),α線の諸撃により細脚班の変化を生
じ,弱Rn含有溶液(0.44nc/I)で,人の赤血球の潜血を
抑制し,その珍透圧抵抗を増す (LEPESCIKIN,1939).
大量のRnはこれらと反対的に作用する.又,H202の
発生を導き,細胞代謝過程にも干渉する(ScHEMINZKY,
1958).Rnのリポイド親和性能力も明らかに認められ,
動物実験でも体内で脂肪やリポイドの豊富な組織や臓器
中に比較的大量のRnが証明される(NUssBAUMu.Hu R-
scH,1957).即ち,fiEJl符や肺臓や皮下脂肪組織に撰択
的に貯えられ,此れ等組織のリポイド含ilとRn貯蔵力
とは平行している.同じ群山からコレステリンに富む赤
血球の居住地である血液｢吊こもRnの高い溶解性が示さ
れる.亦Ifrし球中のRn濃度は血清の7-8倍である(KI-
oNKA,1912).従って血液中の赤血球濃度がRnの摂取
量を左右する(HoLTHUSEN,1913).Rnには坑アドレナ
リン作用があり,放射能泉浴後にアドレナリン産生は休
止し(SALLEu.V.DoMARUS,1913),組織学的に副腎ク
ローム親和性組織の抑制(PLESCH;HASLAUER,1953),
動物実験でBadgastein泉水によるアドレナリンの不活
性化(WENSE,1951)等が認められている.
各臓器系に対する影響として,先ず内分必系への作用
現代医学の立場からみた温泉 ･水治 ･理学療法
が挙げられる.副腎髄質と共に皮質も亦Rnの影響下に
あり,動物実験による組織学的検査でZonafasciculata
の活動性変化を認め,これが生体の機能的活動性と関係
すると考えられる(HENN,1956).又,MorbusCushing
の症例で病状の悪化を釆たした者もある(HAUS,1957).
放射性Moorを用いて実験的フォルムアルデヒド関節炎
の治療を行った際に,両側副腎を描出すると無効である
が,一部残す事により有効であった(GUGLIELMI,RUsso
u･CoNSIGLI,1956).尿中 17KS排浬の増加,又,Des-
hydroisoandrosteron排潜についての研究もある.同じ
く好酸球増加,白血球減少も見られる.生殖腺に対して
も活動性を冗め(FELLNERu.NEUMANN;HALBAN),
ラッチで飲用療法後に性の成熟,排卵,精子形成を見出
し,組織学的に下垂体前葉細胞の肥大,副腎と甲状腺の
充血,上皮過形成を認める(PIGHINr,1937).同じくマウ
スで性欲の冗進や,精嚢の増大がみられ(WENSE,1954),
又,皮膚にFolljkulin形成が認められ (SILBERSTEIN,
FELLNERu･ENGEL,1932),此れは放射能泉浴療法をう
けた婦人にも認められるという(CANAL,ENGELHARD
u･ScfiREMM,1958).又,田中 (1952)は鳥取県中部に
存在する放射能泉を日常生活に利用している婦人におい
て,月経,妊娠に関する機首旨が良好である事を報告し,
ラッテによる入浴実験で性機能冗進,低下の2方向への
影響をみている(1953).甲状腺に対して,土地放射能の
高い地区の住民に甲状腺腫大を多く認め(LANG,1935),
甲状腺機能冗進症の患者が坑道療法中に自覚症の増悪を
釆たし,機能低下症では改善を認めた (HAUS,1957).
代謝系に対して,牌臓の機能を冗め,糖代謝に関与す
るが (MoRINAGA,1955;HAUS,1957),勿論,下垂体,副
腎,醐犬腺も糖代謝に関係している事を顧慮しなければ
ならないであろう.プリン体代謝は明らかに影響せられ,
昔より"Gichtbader"として知られている.Rn泉や人工
的 Rn水への入浴乃至飲用で健康者に尿酸排他増加をお
こし(WILKE,1910),又,Rn吸入により同様の所見を見
出した(GUDZENTu.LOwENTHAL,1911;NooRDENu.
戸ALTA,1911).この事は更に痛風や多発性硬化症にも認
めたが (戸ALTA,1918), MANDELは痛風症において,
臨床症状が改善したにも拘らず,尿酸排浬に対する確か
な影響を認めなかったという.KIONKA(1911)も亦この
ような効果を否定した.此れ等の矛盾した報告には Rn
に対する個体の反応の相違や,投与量の相違,その他の
因子が関係しており,今日なお尿酸排浬の問題,特にそ
の作用機序については不明であるとい う.HoFF(1950)
はrP枢神経性調節,即ち,下垂体一副腎皮質系にRnが
作用してプリン体代謝に影響するとしている.体内総窒
素代謝に対して,Rn水の飲用乃至吸入は促進的に作用
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する(DAISSKY,1958;DESANRoMAN,1958).コレ
ステリン代謝については決定的結論に達 していないが
(HAUS,1957),浴ク-ル後に血中レベルの低下を来たし
たとの報哲もある(MoRINAGA,MATSUMOTOu.YA-
MAMOTO,1957).鉱質代謝について,Raや Rnは少量
でVit.D の作用をたかめ,抗 くる病性作用 を示す
量の低下がみられる(HENN,1958).
泌尿器系に対しては,尿酸排湛以夕いこ利尿作用がある.
尿酸排潤 と利尿 (EICHHOLTZ u.ScHMITT-KEMPER,
1935),尿酸,クレアチニン,尿素,燐酸塩の流出(DE
SANRoMAN,1958),飲用,吸入後の利尿(GERKE,1936)
が報告されている.坑道療法中に腎疾患患者の自覚症が
改善されたのを認め,又,ネフローゼの患者で水分排鞭
増加と尿蛋白の減少をみた (HITTMAIR,1951)報告もあ
る.又,摂護腺異常の者で排尿障害が改善 した (WAN-
KE,1939).
循環系では,放射能は心臓に対して作用し,泳拍振巾
の増大,拍出過程の延長,血液供給の改善を もた らし
(MAASZ,1911;KEMEN,1910),この際,冠血管の拡張
を認める(MENDEL;DESANRoMAN,1958).又,Rn
の影響下に心活動の経済化がおこるという(HENN,1958).
又,ワゴトニ-方向への転換が生じ,圧振巾は減少し,
分時拍出量は減少し,弾性抵抗は増大する (HALHUBER
u.JUNGMANN,1954).EKG も坑道療法中に変化し,
特に坑道中の温熱作用が運動負荷的に働いて,心臓の潜
在性器質的変化を表面化する (tiALHUBER,HAUSu.
INAMA,1957).血圧は飲用,浴療法で共に下降が認め
られ(PLESCHu.KARCZAG,1912;戸ALTA,1918),高血
圧患者で収縮期血圧の下降を認め (DESANRoMAN,
1958;CoNSIGLIu.MATTERA-JocoNO,1958),1,003名
の高血圧患者に好結果をもた らし(WINDISCHBAUER,
1948),正常血圧者にも浴後の収縮期血圧下降を認めた
(MoRINAGA,MATSUMOTOu.YAMAMOTO,1957).唯,
WINDrSCHBAUERの統計的観察によれば,クー)i/前に正
常血圧を示したものの 23%が下降し,10%は上昇し,
残 りの67%は不変であったという.興味ある事は腎性
高血圧ではRn吸入により無効であったという観察であ
る(WANKE,1939).又,高濃度のものを適用すると逆に
血圧は上昇する(DESANRoMAN,1958).高温環境を
示した坑道療法中では著明な血圧の変化が生 じないし
(HALHUBER,HAUSu.INAMA,1957),この事は Sauna
でも同様であり,ScARDIGLI(1955)は高血圧患者で中程
度の収縮期血圧下降を認めたにすぎない.低血圧患者で
は軽度の上昇を認めている(DESANRoMAN,1958).此
の様な収縮期血圧下降の機序としては,副腎におけるア
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ドレナリン産生の抑制を考え(SALLE t!.V.DoMARUS,
1913),又,宋桁血管拡張 (OGLIVIE,1934)にその因を
求めた.最近眼底血管の拡張を認め (BYclTOWSKY;L6-
FFLERu.HENN),又,毛細血管顕微鏡所見において,
治療後に毛細血管数の増加,充血,及び係蹄部でのうっ
血の除去等がみられ,その他に皮膚の強い発赤,血管の
撃縮緩解の意味での過程が示された (GARCIA DEL Put
ERTOu.DINGODIEZ,1955;JIMENA DELA VEGA).
皮膚では,皮膚血流の改善が治療的意味づけの基礎と
なり,更に皮下脂肪織はRnの貯蔵所として此れを助け,
脱過敏性作用と変調作用を演じる.しかし今日なお皮膚
の化学的及び機能的変化に対する放射能泉の影響につい
ては不明の点が多い.
造血系に対してRaは抑制的に作用するが (MuTI,
1954),他方Rnでは10-9C/ml乃至 10ー7C/ml濃度の筆問
では造血系に対して規則的な変化を与えない(ScfiRAUB,
1948).これ以上の高濃度では骨髄細胞の減少を示して,
赤血球系も抑制される.又,事情によっては過代償の現
象が生じて,末稽血液像所見では血球形成障害の存在が
明らかにされない場合もある.又,稀ならず赤血球変態
反応が生じ,例えば坑道療法Flに慢性関節l)ウマチ患者
の二次的貧血に良好な反応を示す (HENN,1956).又,
白血球系に対しても1.5×10r8C/ml濃度のRn水の適
用で,浴後2時間目にリンパ球の増加と好中球の増加を
生じ,浴後5時間で最高値を示した(INOUYE,1939).此
の際白血球数の変化と血中Rn濃度,又は呼気中 Rn濃
度との間に相関が成立する.末椙血について1.2×10~9
C/mJ濃度の下で初めの50日以内に白血球の軽度の増加
を釆たし,以後減少して,しばしば初期値以下になる.
1.4×10~BC/ml濃度では白血球は直ちに減少するが,2･
3遇後に正常化の傾向がみられ,8.8×10~8C/mJ濃度で
は骨髄系のみならず,リンパ球系もしばしば障害される.
動物の骨髄では細胞が減少し,白血球形成過程を認めな
いtRAJEWSKY u.ScHRAUB,1948).坑道療法では1)ン
パ球と好酸球の減少,好中球の増加を認め(HENN,1958),
好酸球減少は下垂体一副腎皮質系機能冗進の指標である
とし(KuHL,W ILSON u.RALLI,1952),多発性関節炎
の治療中に骨東像に活動性の影響を与え(INAMA,1952),
この作用の一部は温熱作用による肉体的負荷及びα線
によりおころが,下垂体一副腎皮質系に対する影響とし
て説明する幌向にあり,Klimaの変化によるものではな
いという.
神経系に関しては,Rnの神経系への親和性が考えら
れ,それによる柊痛緩和作用が認められている.又,下
垂体一副腎皮質系への作用も考慮されねばならない.更
に気分に対する影響もみられ,温熱坑道療法中に気分爽
稔
快となる者があるし(HENN,1958),又,抑うつ状管を
釆たす者もある.
消化器系では,空腹時の胃病動を促進し,この作用は
比較的永くつづく.分泌促進作用は明瞭でない (W ASIL-
ENKO,1958).
上述の作用機序より,放射能泉の適応疾患として以下
のものが挙げられている.1)一般にリウマチと云われ
る疾患.即ち,慢性関節リウマチ,関節症,強直脊椎炎,
脊椎症･脊椎関節症 (上腕神経痛,坐骨神経痛),その他
に神経炎,痔病性筋肉疾患等がある.これは下垂体一副
腎皮質系及び末梢神経系-の作用による梓橋緩和効果,
更に温熱環境の作用も加わった皮膚血流改善,反射性の
内臓,節,関節周囲組織の血流改善による治療促進的効
果に期待している.この際 Rnの向神経系作用は数ヶ月
乃至年余にも及ぶという(HENN,1952).又,尿酸排浬を
期待して痛風症も挙げられる.2)血管系.即ち,高血
圧,症状のある血管炎,狭心症患者及び血管矢調性疾患
(RAYNAUD氏病等)(HENN,1958).3)麻樺の後遺症.那
ち,小児麻棒や列傷性,又は感染性原因による麻樺の後
遺症である.此の際,発病後の経過年数は予後の決定因
子とならず,患者自身の治療に対する健全な前向きの意
志が大切である(HENN,1958).そして浴療法に浴中での
適切な治療体操療法を併用する事により,満足すべき結
果が得られるという.4)アレルギ-性疾患.Rnの抗ア
ナフィラキシ-作用より,気管支嘱恩,枯草熱,慢性混
珍,尋麻疹が挙げられる.5)皮膚疾患.アレルギー性因
子のないものでは,強皮症や乾癖がある.6)老人性疾患.
1)に該当するものも含まれるが,関節痔痛を訴えるも
のに,しばしば "若返り"の意味での全身刺戟作用がみ
られ,これにより老人性変化による訴えの緩和や除去が
おこる(ScrIEMrNZKY,1958).即ち,Rnの内分泌系に
対する作用により,又一方,年令の増加と共に Rnの体
内貯蔵傾向が増加することによる.7)慢性炎症性過程.
即ち,慢性関節リウマチ以列に,慢性気管支炎や婦人性
器附属器の慢性炎症がある.8)内分泌性,自律神経系障
害.下垂体一副腎皮質系はもとより他の内分泌臓器に働
く為,此れ等の障害に対して有効であり(HENN,1958),
婦人では更年期前駆症や更年期障害や性器発育不全症に
用いられる(RINGL,1954).
適応禁忌としては以下のものがある.1)全ての有熱性
疾患.2)悪性新生物.3)活動性結核 .4)冠硬化,梗塞
や重症心不全.5)治療されていない感染巣の保持者.
例えば,慢性扇桃炎,副鼻腔炎,歯根肉芽腫等.比れ等
の保有者ではクールによる治療効果が,病巣を有しない
ものよりも悪い事に塞いている (ク-ルの有効率は保
有者で18.6%,非保有者で約70%)(INAMA,HALHUBER
現代医学の立場からみた温泉 ･水治 ･理学療法
u･HAUS,1954).従ってこのような病巣を除去した後に
クールを行うべきであるという.6)妊婦.7)精神異常
者, うつ病者.8)潜を性発作準騰者 (例,不顕性テタニ
ー等).
扱て,放射能泉は含まれるRnの適量により,α線に
よる生休細胞機能の破壊や抑制を示す事なく,例えば,
造血系に対してもその機能の冗進がみられる.放射能泉
はその内分泌系機能の冗進,リポイド親和性,向神経性
作用から,下垂体一副腎皮質系ホルモンの分泌,軒高緩
和作用,循環改善作用等を示し,王に痔痛性疾患が適応
症として挙げられ,又,内分泌系に対する作用より婦人
科疾患が挙げられる.放射能泉の温浴では更に,非特異
的温熱作用も加わって,一層循環促進,痔痛緩和,筋拘
縮 ･緊張緩和作用が示される.リウマチ性疾患に対する
放射能泉の作用に鑑み,否々の研究所でも併存する岡山
大学附属病院三朝分院に於いて,主としてリウマチ性疾
患を対象に放射能泉浴,放射能鉱泥療法及び人工洞穴温
熱吸入療法を行っているが(森永,1957,1958a,b,1963;
北山 ら,1964b),慢性関節リウマチ患者に使用されてい
たステロイドホルモンの減量乃至離脱効果に於いて,抗
リウマチ剤のみによる薬物療法よりも有効であった(北
山 ら,1964b).又,変性性リウマチに属する脊椎症,育
椎関節症や関節症等で永年薬物療法をうけても無効であ
った症例の77%乃至97.570が,放射能泉浴クール後6ケ
月たった後迄もなお柊痛の緩解を示 していた(森永,
1963;北山 ら,1964∂).
循環系では,血圧に対する作用は温熱その他の非特異
的因子の影響が強くて一定しないが,森永･松本 (1959)
は浴ク-ル後に,ク-ル前値よりも下降する者の多い
事を指摘している.此の点については転地,入院その他
の作用因子を考慮しなければならない.血圧の変動に対
する著者の考えについては炭酸泉の項で述べた.他方,
放射能泉のコレステロール代謝への影響(松本,1958),
冠循環への影響 (DESAN RoMAN,1958)や全身的内分
泌系及び "若返り"の意味での全身刺戟作用等より著者
は放射能泉の疫学的調査研究を行い,三朝温泉利用住民
にEKG所見の異常者が少く,特に機能的因子の強い伝
導系障害が少い事を見出した.しかし乍ら,高血圧症患
者の歩度では,類似の生活環境を持っている非温泉利用
住民との間に,有意の差を見出さなかった(北山･的場,
1965).
糖質代謝,プリン代謝異常に対しては食餌療法や薬物
療法の補助療法として用いられ,アレルギー性疾患につ
いても同様である.
麻樺性疾患の後遺症に対するHENNの考え方には著
者も亦同感であり,再発過程のない麻揮患者では適切な
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指導の下にある漸進的訓練療法のみが予後を決定する.
この為には患者自体の前向きの治療に対する意志が先ず
問題となる事はいう迄もない.此の点に関して温泉療法
は痔痛の緩和,筋の拘縮と撃綿の除去,循環と代謝異常
の改善,浮力による自動運動の容易性等による,あく迄
も補助的な手段である.然し乍ら逆の観点よりすれば,
温泉 ･水治療のDf用がまた麻痔性疾患の治療に極めて有
効である事も確かである(北山等,1964b).
IV.温泉 ･水治療のリハビリテーション
における立場
1.歴史的背景
今迄に治療医学の立場からみた温泉 ･水治療,就中,
温泉療法の現状について述べて来たが,第2次世界大戦
以後吾が国に於いてもtLr界的傾向の一環 として米国医
学の影響を強くうけるようになって来た.日本に於いて
physicalmedicineandrehabilitationが一般医家の間
に普及して来たのはごく最近のことであり,1964年に日
本リハビリテーション学会が新らたに-医学の分野とし
て独立したのにはじまると云っても過言ではない.しか
し欧州のphysicalmedicineの歴史は古く,一方吾が国
でも1876年 ErwinYonBAELZが当時の東京帝国大学
医学部に招解され,1906年にドイツに帰国する迄の問に
戦前の吾が国に於けるドイツ医学の普及に貢献してその
基礎を作られたが,physicalmedicineも他の一般医学
の分野と同時に氏により伝えられ,吾が国最初の物理療
法学教室教授として真鍋嘉一郎教授が現在の東京大学医
学部物療内科を主宰され,その後,現在の同愛記念病院
長三沢敬義東京大学名誉教授,更に現職の大畠良雄教授
へと継承せられ現在に至っている.此の間に昭和6年に
は九州大学温泉治療学研究所 (大分県別府),昭和10年に
は北海道大学医学部登別分院(北海道登別),昭和12年に
は鹿児島大学温泉研究所(鹿児島県霧島),昭和14年には
岡山大学温泉研究所 (鳥取県三朝),昭和19年には東北大
学温泉研究所 (宮城県鳴子)等が設立 され(三沢,1963),
吾が国のphysicalmedicineも,世界有数の温泉国とい
う特殊性から,温泉医学を中心に大いに発展の気運にあ
った.此の様な趨勢の下に他方では昭和12年に日支事変
が始まり,次いで昭和16年碁には第2次世界大戦へと突
入した.その為に戦時中には大学研究員の不足を釆たし,
大方の研究は中止の止むなきに到った.昭和20年に終戦
を迎えてからは戦前の ドイツ医学に代って米国医学が導
入され,そこに示された抗生物質の偉力と,その後の下
垂体,副腎皮質ホルモンの効果は,戦中,戦後の医学の
貧困に耐えて来た吾が国の医学界にとって驚くべき事実
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であり,戦後競って新しい薬物治療医学の恩恵にあずか
らんとした事は真にやむを得ない事状であった.此の様
な事態から,吾が国では最近迄治療医学の面では主とし
て薬物療法のみが医学教育の面で取り上げられる運命に
あったと推察してもよいのではなかろうか.事実,一昨
年私達が日本の医学教育について調査した結果,医学関
係の教育機関で正規の教育単位として理学療法について
医学生に教育を行っている学校は一つもない(北山等,
1964a).此の点は真に認識不足と云うべきである.
他方,米国では,書が国とは逆にphysicalmedicine
andrehablltationが重要祝されて来たのは第2次世界
大戦中であり,主に戦傷者の社会復帰の問題と関聯して
いる.特に1947年にTheAmericanBoardorPhysical
Medicl'neandRehabilitationが設立されるに及んで一
般に普及したようであり,いみじくもFrankH.KRU-
sER(1951)がその著書のFPで次の如く述べている.即ち,
"Paradoxicaly,physicalmedicineandrehabilitation
isatoncethenewestandtheoldestfieldinmedical
practice.- ".そして此の理由として,新しい面では
1947年に初めて米国で比の分野が医学として認められた
事であり,一万古い面では原始人が,おそらく7000B.C.
頃より,太陽光緑を温熱療法に用い,又,生活力を与
えるものとして用い(heliotherapy),森林の流れで別を
癒し(hydrotherapy),強直した関節をまげ(kinesithe-
rapy),又,電気魚で痛風がなおった(electrotherapy)等
が物理療法の開始であると.
此の様に米国で再認識されたphysicalmedicineは,
更に一歩その歩みを進めてrehabiHtationの概念を伴っ
て発展し,再び近年吾が国へと輸入されて来た.従って,
現在吾が国の医師が考えているphysicalmediclneは,
この様な概念のものであるが,私達の様に此の方面の医
学を志す者にとっては別に事新しいものではなく,戦前
世界を風摩したドイツ物療医学がその学問的根底を成し
ている事を忘れるべきではなく,又,温泉･水治療につ
いても古い学問の体系をもつドイツをはじめ,オースト
リヤ,フランス,イタリヤ諸国にその範の多くを学はね
ばならない.
更に,一言加えるならばrehabilitationの歴史にみる
ように,その必要性の始まりが戦傷者の社会復帰であっ
た事から,整形外科的方面で多くの問題が取りあげられ
発展した為に,此れと関係してか,吾が国では内科方面
の疾患でも四肢の麻痔性疾患や運動障害を伴う疾患が主
な対象となっている事である.しかし乍ら此の事は現在
の日本における全般的な認識の不足であって,rehabili-
tationの概念及び施行は此れ等の疾患に限定されるべき
ではなく,事実米国では古くより多くの種類の内科疾患
稔
に通用され,多くの人々に医学の恩恵を与えている.そ
れと共にphysicalmedicineandrehabilitationに携わ
る教育された専門医は,良く此れ等疾患に精通すると共
に,夫々各科の専門家の抜刀の下に治療効果を挙げてい
るのである.現在の吾が国では不幸にして,整形外科に
属した理学療法師の下で,生体の全体的な病態生理機能
を無祝した局処病態生理的観点からの,単なる整形外科
的な盲従的療法が行われているのが殆んどであり,全身
的に病的変化を有する内科疾患の場合には,現在行われ
ているような方法では極めて危険であるといわねばなら
ない.幸にして此処 1･2年の間に内科疾患のrehabili-
tationには内科医自体が関心を持ち,管理しながら行う
様な方向にあるが,此れは当然の事である.しかし出来
れば専門医の養成が望まれるし,又専門医養成の為の教
育過程の設立が急がれなければならない.
2.定 義
Physicalmedicineとは,物理的方法を用いて疾患の
治療と診断を行う医学で,医学的生物物理の応用である.
治療面では理学療法,職業療法,理学的リハビリテーシ
ョン[HenrryH.KESSLERは rehabilitationを定義,
分類して次の如 く記載 している(天児,1960).1つは
medt'calrehablELTalionと呼ばれ,純医学的立場からのも
ので,身体障害者に対して,外科的及び理学療法をはじ
め,全科の総力をあげて,受傷以前の状態にもどす様に
努力する過程をいう.次にsocialrehabE'lE'tafE'onと呼ば
れるものがあり,medicalrchabilitationの過程を含めて,
それの終了した者に対して,社会全体の能力をあげて,
肉体的,精神的には勿論,職業的,経済的にも独立 し
た生活をさせるという,広範Bflの経過をいう.従って
rehabilitationは大きくmedl'calrehabilitationとvoca-
1ionalrehabilitatE'onに分けられ,前者は更に,physical
rehabilitation,psychologicalrehabilitation,occupa-
tionalrehabilitation,medicalsocialworkに細分され,
後者はvocationaltraining,vocationalcouncil,plac-
ement,folow upに細分される.]を含む.
Physicalreconditioningとは,回復期患者の生理的
機能の逆行を予防する為に,経過に応じて等級づけ,回
復期患者に機能面での充分な力とスタミナの回復をはか
る事である.
Physicaltherapyとは,光線,温熱,寒冷,求,電気,
レントゲン線,機械的方法等の物理的方法を用いる療法
であり,運動療法や therapeuticexerciseや更に治療上
の機械的装置(補助装具等)の試み等も此の分野に属する.
0ccupationaltherapyとは,昔は単なる手芸等の医
療的客観性をもったgymnasticsであったが,最近は患
現代医学の立場からみた温泉･水治 ･理学療法
者が正71は 社会生活に復帰する為に仕事を身につける株
に訓練する事であり,以前の前社会的なものも含めて,
更に副業的,職業的仕事を含む広い分野へと進んで来た.
Rehabilitationとは,社会心理的調整と共に,現在患
者のもっている機能の最大限を社会的に活用さす為の再
教育 (retralning)等,精神的,肉体的,社会的に患者を
一人の社会人として準備するために,狭義には物理的医
学の全てを試みる事である.一般的には上述の H.H.
KESSLERの定義,分類が妥当である.
3.リハビリテーションの内科的適応疾患
リハビリテーションの概念よりすれば,全ての内科疾
患のうちの慢性疾患が対象となる.但し,病気の経過が
常に進行性であり,その経過の間に社会復帰の可能な期
間が得られる様な緩解の状態を示さない慢性疾患は,社
会復帰不能という事より当然除外される.従ってリハビ
リテーションの対象となる慢性疾患はその病の経過より
2っの郡に大別出来る.第 1のものは慢性に経過するが,
その経過FTに社会復帰可能 (労働可百旨)な緩解の時期を
示す疾患群であり,第2のものは,急性期を経過した後
に,所謂,後遺症を残す疾患群である.前者には,例
えば,心臓･泳管疾患(高血圧,心不全,心筋梗塞等),
呼吸器疾患(肺結核,肺線維症,気管支嘱息等),肝臓疾
忠(肝硬変,慢性に経過する肝炎),血液疾患(慢性白血
柄,再生不良性貧血,紫斑病の類等),慢性腎炎,糖尿
柄,その他がある.後者に属するものとしては脳循環障
害によるもの,種々の形の脊髄炎,更にl)ウマチ性疾患
がある.第1群に属するもののリハビリテーションは,
即ち,治療医学の立場からみた安静度と対比すべき就労
度の問題であり,心 ･豚管疾患や一部の肝疾患を除いて
本論文の内容と関係がない.唯,いたずらに休養せしめ
る事なく,過去における安静度という消極的立場を攻め
て,就労度という対社会的に積極的な立場からの治療こ
そが,リハビリテーションに通ずるものであるという著
者の考えを付言するにとどめる.
4.温泉･水治療の適用される内科的疾患,特にリ
ハビリテーションと関係して
前述第2の疾患群は全て此れに属する.即ち,四肢の
運動麻棒を通す疾患群や関節病変,或は痔痛の為に四肢
の運動障害を伴う疾患群である.更に炭酸泉の項でも述
べた如く,心臓の冠循環障害によるものや末梢血行障害
も対象ときれる.又,温泉療法の適応には代謝異常があ
げられる.
脳卒中による四肢麻痔は,その原因の如何を問わず
(出血,血栓,栓塞),痘性麻痔に伴う筋肉の拘縮,撃縮
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と,更には非動関節に於ける関節周囲軟郡組織の強硬に
よる運動制限が回復しかけた自動運動を妨げ,機能の回
復を遅らせ,関節の運動制限を残す大きな原因である.
加えて此れ等による自動運動の抑制は患者の心理的負担
を倍加させ,治療経過の遷延化と相侯って治療しようと
いう患者自身の積極的意欲を失なわせる結果ともなる.
又,生じた筋肉の拘縮や関節強直,運動制限は他動的関
節運動や自動的関節運動練習の際に痛みを生じ,更に進
めば体を動す際に附随しておこる極く僅かな関節の動き
でも痛みを生じ,更には安静時にも痔痛を覚える迄に到
る例もあり,一層輝者の積極的練習に対する意欲を失わ
せる結果となる.
リハビリテ-ションを満足さす為に最も大切な事は患
者自身の積極的な訓練であり,此れを欠くリハビリテー
ションは先ずあり得ない.此の事は諸家の言葉を引用す
る迄もなく,著者白身の10年来の体験でも同様であり,
新たに比の道-と進まれる人々も亦同じ体験をするであ
ろう.温泉 ･水治療の効果は此の面で他に比すべきもの
がない.温水の適用は入浴(全身,部分)により,それの
有する温熱,静水圧,浮力等の非特異的物理作用により,
又,鉱泥経絡,蒸気浴(全身,部分)等は温熱作用によ
り,障害された血行を改善し,痛覚を鈍らせる事により
痔痛を緩和し,代謝の促進,筋緊張の緩和等と相侯って
筋肉の拘縮,撃綿を和らげ,更には浮力の作用により一
層自動運動を容易にし,関節の可動範囲を広げ,又,微
温全身浴或は屈処鉱泥経路等では全身の代謝を低下させ
て(北山･八幡,1965)鎮静作用もある.吾々は微温半
臥浴,局処鉱泥経絡療法を中枢神経局処症状が安定し次
質,その後2週目より開始して効果をあげている.
弛緩性麻輝の患者では,血行障害の改善と麻捧筋の代
謝促進を図る為に,運動練習後に入浴を行い,又は運動
浴や歩行浴を行わせているが,一方,麻揮筋の脱力感や
重圧感を除くのにも有効である.本症では関節の強直や
柊痛を釆たす症例が痘性麻樺の場合よりも極めて少い様
である.
リウマチ性疾患では,最も治療困難な慢性関節リウマ
チを筆頭に,温泉療法の有効な変性性リウマチ(脊椎症,
脊椎関節症,関節症や椎間板へルニヤ自体に由来するも
の等)や,その他多くの痔痛性疾患が含まれる(リウマチ
に関する国際分類,1954).慢性関節 リウマチの治療効
果の判定には,少くとも5年間の経過観察を要する.比
の点からみて殆んどの患者は進行性である.現在の治療
医学で本症をなおす,即ち,生じた骨の破壊的変化を正
常化する方法は勿論,関節の機能を残してその進行を完
全に停止せしめる方法はない.温泉療法も亦例外ではな
い.唯,幸にも患者の半数以上が自然緩解を示す事であ
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る.問題は此の点にある.即ち,関節痛は患者の四肢の
運動を妨げて四肢の安静を強要し,四肢の安静は痔痛を
おこさないが関節の可動範囲を漸次狭めて日常生活に支
障を釆たすようになり,遂には関節強硬に到って就床生
活を送るべき羽目に陥るという悪循環の存在である.即
ち,自然緩解の機会に恵まれた時には,体の不自由な身
体障害者であったという結果であり,"患者が前向 きの
治療への姿勢を放棄した時こそ不具者-の始まりである"
という名言が存在する由来でもある.現在抗リウマチ剤
としてはサリチル酸系薬剤,フェニルブタゾン系薬剤,
クロロキン製剤,金製剤等があり,一方,副腎皮質ホル
モンの微量長期投与を行う者もある.しかし乍らそのい
ずれもが,本症の様な長期投与を必要とする際に,副作
用の点で問題となって来る.此の点では森永教授をはじ
め,内外の温泉学者が古くより推奨する如く,温泉療法
が有効且つ副作用がないという面でも大いに活用されね
ばならない.リハビリテーションの面では前記の非特異
的物理作用に加えて,温泉成分による生体への特異作用
もある事はすでにのべた.かくして積極的に,特に浴中
での運動を行う事により,不具者への過程である関節運
動制限の予防は可成り可能である.変性性リウマチによ
るものでは,特に椎間板障害を伴うものでは,脊椎牽引
療法施行前に温泉 ･水治療(勿論鉱泥経絡を含む)を行う
事により,一層牽引療法が有効である.その他慢性炎症
性柊痛疾患 (例,所謂五十肩等)は贋患頭初より本療法
を行う事により直ちに厚情緩和,関節可動範関の増加を
示し,積極的に鼠患関節の運動を行わす事により,関節
運動制限を残す事なく,薬物療法の併用なくして,治癒
せしめ得る.
V.ま と め
本論文は内容の一部分(ⅠⅠ節,III節の大部分)を三沢敬
義著,温泉療法(1944)及びAMERUNG u.EvERS著,
HandbuchderBader-undKlimaheilkunde(1962)よ
り引用し,此れ等に著者の考え及び体験を加えたもので
ある.最近吾が国でも米国医学の影響からリハビリテー
ションの事が一般医師の間でも常識的に話題にのぼるよ
うな時勢になって釆たが,不幸にして吾が国の医師の多
くは 1)ハビリテーションの根底をなす理学療法,又は
physicalmedicineについての医学教育をうける機会が
なく,一方では書が国の特殊性を生かした理学療法の中
の温泉療法も,その歴史はすでに半世紀を過す迄に到っ
ているにも拘らず,第2次LH-界大戦という大きな空白期
問の為に人口に胎英せず,1)ハビリテ-ションの導入に
よる逆利用の形にならんとしている.此の様な現状のう
稔
ちに最近西 ドイツよりAMERUNGu.EvERSのす ぐれ
た温泉気候療法の著書が発行されたので,此れを機会に
その一部を著者自身の勉強の為に読み,合わせて温泉医
学に興味を抱く多くの方々に少しでも参考となればと考
え,それを参考として本論文を書いた次第である.従っ
て巻末には最近10年間に欧文で発表せられた此の分野の
論文を全て集め,更に詳しく温泉 ･水治療の内容を知り
たい方々のために参考とした.
なお,リハビ.)チ-ションに有用な程々の水治療の器
械が最近吾が国でも欧 ･米のそれ等に真似て作られ,一
般都会の病院に漸次普及しつつあるが,温泉を利用する
利点は浴槽(治療槽)中の水の汚染がない乳 すでに湧出
する温泉を用いる場合には経費が安くすむ事加えて温泉
特有の成分による生体への特異作用がある事等である.
吾が国は世界でも稀な温泉多湧出国であり,最近此れ
等の温泉がようやく医療の面でも再認識せられ,利用さ
れて釆つつある事は全く喜こほしい事である.単にリハ
ビリテーションとの関係のみならず,一般治療面でも多
いに活用されるべく望まれると共に,温泉 ･水治 ･理学
療法の分野における新しい医学の観点からの研究課題も
山積している現在,私共此の分野を専門とする医師にと
って,今後の発展の為に大いなる責任を痛感するもので
ある.
* * *
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(附)過去10年間に於ける温泉 ･水治療に関する欧文文献集録
最近,一般に老人病といわれる疾患(例えば,動脈硬
化性循環障害)早,リウマチ性疾患(例えば,変性性 リ
ウマチや慢性関節リウマチ)等慢性疾患の治療が内科的
疾患の重要な治療対象疾患として取りあげられ,又,予
防医学的にも重要視されるに及んで,温泉 ･水治療の治
療的役割りが再び注目されて来た.更にリハビリテーシ
ョンの考え方が普及するとともに,脳循環障害或は脊髄
疾患後遺症等運動麻煙疾患に対する理学的リハビリテー
ションの一部として,水治療の応用も盛んになっている.
しかるに多くの医師や学生は温泉医学や水治療について
学ぶ機会をもたないのが現状である.そこで著者は,本
論文に於いて主として温泉医学について述べだが,更に
それを補うものとして,ここに最近10年間に発表せられ
た温泉･水治療についての欧文文献を集録し,詣質の参
考に供した次第である.
1)掲載した文献はCurrenlListofMedE'calLiterature,
Vol.27-36,及びIndexMedicus,Vol.116(N0.6まで)
(NationalLibraryofMedicine,USDepartmentof-
Health,Education,andWelfarePublicHealthServ-
ice)より,Ammotherapy,Balneology,Baths,Bath
(Finnish),Hydrotherapy,MineralWater及びMud
Therapyの項のものを集録した,ただし,Mineral
Waterの項で成分の純化学的分析に関するものは除外
した.
2)論文の記載は,著者名.(年代).題目.雑誌名,香
(又は号数),貢.とす.ただし,論文題目は全て英語
訳を用いてあり,その際には題目を [ ]で閏み,莱
尾に原語名を()内に記入してある.
例 :ARNOLD,良.(1962).[Evaluationorhydrother-
apyintheRuhrmines].Zbl.Arbeltmed.,12,2981
9.(Ge一)
3)人名,雑誌名等で,主として東欧諸国のものである
が,印刷活字の関係より,良-a,a-C,9-C,a-C,
i-e,e-e,l'-i,i-i,∫-j,壬-I,a-n,6-0,0-0,
8-0,f=r,菖-S,也-u,y-y,乏-Zとした.
4)この集録での項目の分類は臨床的応用の傍をはかっ
て著者が適当に行っ7':もので,論文題目をみて分類し
たために,何れの項目にも入れ難いものが多く,それ
等を一括して"一般"の項に含めた.即ち,綜説,技
術,装置及び方法(砂浴,Kneipp民法)等を含む.又
1つの論文で,内容が2･3の項目にわたるものは出来
129
るだけ夫々に含める様に努力した.但し,気管支鴨息
と明記してあるものは "呼吸器"の項に含め,又,刺
尿作用は"腎"の項目に入れた.小児を対象とした論
文は此れを一括したため小児の嘱息は"小児"の項目
に加えてある.又,MudTherapy及びBath(Finnish)
は夫々一般水治療と異なる特殊の治療法であり,従っ
て,全疾患を一括 して夫々 "MudTherapy"及 び
"Sauna"の項目に分類した.
5)終りに臨み,文献の整理に多大の援助を惜 しまれな
かった岡山大学医学部附属病院三朝分院稲垣喜久子夫
人に対して厚く御礼申上げます.又,多忙中を校正の
労を賜った岡山大学温泉研究所化学部門松井義人助教
授に感謝します.
日 次
1.一般的なもの
2.歴史に関するもの
3.一般にリウマチといわれる疾患及び運動器に
関するもの
4.循環器に関するもの
5.血液成分･造血器に関するもの
6.消化器に関するもの
7.呼吸器に関するもの
8.腎に関するもの
9.皮膚 ･泌尿器に関するもの
10.神経･精神科に関するもの
ll.代謝に関するもの
12.アレルギー･内分泌 ･ビタミン･酵素に関す
るもの
13.感染に関するもる
14.老人に関するもの
15.外科 ･整形外科に関するもの
16.婦人科に関するもの
17.小児科に関するもの
18.耳鼻･咽喉科に関するもの
19.眼科に関するもの
20.歴揚 ･中毒 ･その他に関するもの
21.薬理学的作用に関するもの
22.MudTherapy(Fangotherapy)に関するもの
23.Finnish】iath(Sauna)に関するもの
?
?
?
?
?
?
?? ?? ??????????? ??????? ??? ? ? ? ? ?? ?? ?? ??? ??? ??
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